
【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

男女共同
参画課

男女共同
参画セン
ター

1-1．男女平等
に関する啓発活
動の推進　（１）
視聴覚教材の貸
し出し

生涯学習
振興課

実施した

・視聴覚教材センターにおいて，男女共同参画に関わる教材の貸出を行っている。
　３０年度　実績なし
　２９年度　実績なし
　２８年度　実績なし

男女共同参画についての情報を
提供できるように貸し出し用の教
材を保有しているが，貸し出し実
績がなかった。周知方法について
検討したい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

1-2．男女平等
に関する啓発活
動の推進　（２）
図書資料等の貸
し出し

生涯学習
振興課（図
書館）

実施した

・男女共同参画に関する資料を購入し，利用者に提供した。
購入冊数
　（H２８年度：６冊　H２９年度：１３冊　H３０年度：２９冊）
・大和田図書館では，「パパと一緒に楽しみたい絵本」のリストを作成・配布し，平成３
０年１０月末から絵本の展示も行っている。
・八千代台図書館では，男女共同参画週間に男女のパートナーシップについての展
示を行った。
・勝田台図書館では，平成３０年１２月にLGBTについての展示を行った。
・緑が丘図書館では，平成３０年８月から男女共同参画についての常設展示を行って
いる。数か月ごとにテーマを変え，展示内容を更新している。

・男女共同参画に関する資料を
購入し，利用者に提供すること
で，男女平等意識の向上を図っ
た。
・男女共同参画についての展示
を行い，利用者へのPRに努め，
利用の促進を図った。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

生涯学習
振興課

実施した

千葉県が主催する「社会人権教育地区別研修会」について，市民へ参加の周知・募
集を行った。協力：葛南地区５市（八千代市，浦安市，市川市，船橋市，習志野市）
また，千葉県が発行する社会人権教育資料等を公民館や図書館等に配付し，各施設
で配架することによって，人権教育の推進を図った。
また，視聴覚教材センターにおいて人権教育に関する教材の貸し出し業務を行った
が，平成３０年度の実績はなかった。
　社会人権教育地区別研修会　１６人

・互いの人格を認め合い人権を
尊重し合うための意識の浸透を
促進するため，各種事業を実施し
た。
・社会人権地区別研修会の参加
者数が１６人に増加した。
・人権教育教材貸し出しの実績が
なかったことから，より一層の周
知活動に取り組みたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

男女共同
参画セン
ター

実施した

・「男女共同参画だよりやちよぺあ」を発行し，男女共同参画社会づくりに関する情報
提供を行った。
　発行回数　H３０ ４回，H２９ １回，H２８ ３回
・市ホームページを随時更新して，男女共同参画社会づくりに関する情報を提供し
た。
・ポスターの掲示や寄贈パンフレットの市民配布により男女共同参画意識の向上を
図った。
・主催講座参加者・利用登録団体の代表者に男女共同参画に関する統計資料などを
配布し，資料に基づき講話を実施した。

・性別による役割分担意識や慣
習の是正に向けて啓発できた。
・主催講座参加者・利用登録団体
の代表者に男女平等意識の啓発
を行うことができた。

積極的な
推進が見
られた

2-1．人権尊重
に関する啓発活
動の実施　（１）
人権啓発活動活
性化事業

健康福祉
課

実施した

子どもたちに，スポーツを通じて人を思いやる気持ちや協調性を育んでもらうことを目
的として，男子プロバスケットボールチーム「千葉ジェッツふなばし」のコーチを招い
て，外国人の人権をテーマとした人権ワークショップとバスケットボール教室を実施し
た。
　H３０年度　参加児童４８名（男児２６名，女児２２名）
　H２９年度　※船橋市開催（船橋市と隔年で実施）
　H２８年度　参加児童２６名（男児２１名，女児５名）
　※野球教室

参加児童に対し実施したアン
ケートより，人権についての理解
が深まったと回答した児童が６
４％であり，また，バスケットボー
ルやワークショップを通じて「相手
の気持ちを思いやることの大切さ
が分かった」といった回答が得ら
れたことから，事業目的はある程
度達成されたものと考える。

積極的な
推進が見
られた

3-1．相談の場
の提供，相談の
実施　（１）人権
相談

健康福祉
課

実施した

船橋人権擁護委員協議会の人権擁護委員による人権相談を実施。
・日時：月１回，午後１時～４時
　※６月のみ午前１０時～正午も実施
・場所：八千代市役所旧館１階第３相談室
　※６月と１２月は福祉センター４階研修室
・相談件数
　３０年度　８件，２９年度　４件，２８年度　７件

定期的な開催により，人権につい
ての悩み・心配事を気軽に相談
できる場を提供することができ
た。
件数が減少傾向にあるので，広
報以外の周知方法について検討
したい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

3-2．相談の場
の提供，相談の
実施　（２）女性，
こころの悩み電
話相談

男女共同
参画セン
ター

実施した

悩みを抱える女性に対し，専門の相談員が精神的な支援を行った。相談内容によっ
ては専門機関を紹介した。
・相談件数
　H３０　６６９件，H２９　６８９件，H２８　７０６件

この電話を心の支えにしている相
談者も多く，ニーズがある事業で
ある。継続して実施するとともに，
一層の周知を図りたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（３）　性別
による役
割分担意
識の是正
のための
調査・研
究

①　意識
調査等関
連情報の
収集・整
理・提供

4．男女共同参
画に関する調査
の実施，情報提
供

男女共同
参画課

実施した
市内事業所に対し，男女共同参画社会形成に向けての事業所調査を実施。
対象事業所数　１，８３４件（前回H２５調査　１，８３６件）

事業所に対する意識付けにつな
がった。調査結果については，次
期男女共同参画プランの基礎資
料として活用していく。

積極的な
推進が見
られた

Ⅰ　等しく認めあう
１　固定的な意識の是正

（１）　性別
による役
割分担意
識・慣習
の是正

①　固定
的性別役
割分担意
識に基づ
く意識・慣
習の是正

実施した

・男女共同参画だより「やちよぺあ」を発行し，男女共同参画社会づくりに関する情報
提供を行った。
発行回数　H３０ ４回，H２９ １回，H２８ ３回
・市ホームページを随時更新して，男女共同参画社会づくりに関する情報を提供し
た。
・ポスターの掲示や寄贈パンフレットの市民配布により男女共同参画意識の向上を
図った。
・主催講座参加者・利用登録団体の代表者に男女共同参画に関する統計資料などを
配布し，資料に基づき講話を実施した。

・性別による役割分担意識や慣
習の是正に向けて啓発できた。
・主催講座参加者・利用登録団体
の代表者に男女平等意識の啓発
を行うことができた。

積極的な
推進が見
られた

1．男女平等に
関する啓発活動
の推進

（２）　一人
ひとりの
人権・人
格の尊重
意識の浸
透

①　一人
ひとりの
人権・人
格の尊重
意識の浸
透

2．人権尊重に
関する啓発活動
の実施
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧
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5．暴力行為を許
さない意識づくり

男女共同
参画課

実施した

・毎月広報で周知している　「女性，こころの悩み電話相談」に，DVに関するものが
あった場合，福祉総合相談室や県の女性サポートセンター等の専門機関を案内し
た。
ＤＶに関する相談件数
　H３０  １件，H２９　１件，H２８　９件
・県で作成しているＤＶ相談カード・チラシを市内公共施設に配布した。
・市内の中学校，高校，大学にデートDVのチラシを配布した。

ＤＶかどうかの判断が相談者の主
観によるため，対応が難しい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

6．相談の実施
健康福祉
課（福祉総
合相談室）

実施した

DV被害者からの相談支援を実施し，必要に応じて，警察，配偶者暴力相談支援セン
ター，行政関係部署，各相談支援機関等と連携を図り，相談支援を実施した。
＜相談件数＞
　H２８年度　３０件
　H２９年度　２９件
　H３０年度　４９件　（男性２件，女性４７件）

DV被害者に対し，必要に応じた
様々な情報提供を行うことができ
た。
加害者への対応について，被害
者相談とは別の支援が必要であ
る。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

商工課 実施した

市ホームページ及び国及び県等からのチラシを窓口に掲示し，セクシャルハラスメン
ト等労使間のトラブルに関する情報を提供した。

【設置チラシ】
タイトル
　『労使間のトラブル防止』
　『こんなときは労働委員会をご利用ください』

必要な人に必要な情報を提供で
きた。
より多くの人に情報を提供できる
よう周知方法を検討する。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

男女共同
参画課

実施した
「男女共同参画だより　やちよぺあ」№３７に，どのようなことがセクシュアルハラスメン
トにあたるのか，事例を挙げて解説した内容を掲載し，「男女共同参画社会形成に向
けた事業所調査」と同封して市内事業所に送付した。

市内事業所に対し，セクシュアル
ハラスメント防止の意識啓発がで
きた。

積極的な
推進が見
られた

7-1．市内事業
所や市役所等の
職場への意識啓
発と相談体制の
充実　（１）市職
員のハラスメント
に関する相談

職員課 実施した

・管理監督者を対象にしたハラスメント防止対策研修の実施
・相談件数：６件
・連絡会議：１回開催
・相談員の質の向上をめざし，相談員２名がハラスメント研修を受講した。

・管理監督者向けハラスメント予
防に関する意識の向上を図る必
要がある。
・ハラスメント相談体制の整備及
び質の向上を図る。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

子ども保
育課（保育
園）

実施した
保育園において男女平等の視点に立った保育の推進を図るため，園児が同じ活動を
経験するような保育を実践した。

男女平等の視点に立った保育の
推進を図ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

学務課 実施した
　各学校において，男女共同参画の視点に立った教育活動ができるように，学校運営
について指導・助言を行った。

　男女平等の視点に立った教育
の推進について，校長会議や教
頭会議において指導・助言を行っ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

指導課 実施した
校内の活動や職業体験授業を通して，性別に関わらず協力し行動する意義や大切さ
を学ばせている。

幼保小中学校の発達段階に応じ
て，意識づくりの推進を図った。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

9．人権講演，運
動の支援

健康福祉
課

実施した

船橋人権擁護委員協議会の人権擁護委員が，市内小中学校の児童，生徒を対象に
人権をテーマとした講演会や，「人権の花運動」としてチューリップの球根の配布・植
えつけを実施した。
・実施回数（小学校）
　３０年度　１６回，２９年度　１７回，２８年度　２２回
・実施回数（中学校）
　３０年度　２回，２９年度　１回，２８年度　２回
・実施回数（学童保育所）
　３０年度　６回，２９年度　１回，２８年度　５回
・「人権の花運動」実施校
　３０年度　４校，２９年度　４校，２８年度　４校

児童生徒一人ひとりが互いを尊
重し人権を大切にする気持ちを
育むことができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

10-1．男女平等
の視点に立った
保育，生徒指導
のための研修の
充実　（１）保育
士研修会

子ども保
育課（保育
園）

実施した
性別にとらわれず一人ひとりの個性を伸ばす保育の実践等について話し合い保育方
法の工夫・改善に努めた。

性別にとらわれず一人ひとりの個
性を伸ばす保育の推進を図るこ
とができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

10-2．男女平等
の視点に立った
保育，生徒指導
のための研修の
充実　（２）生徒
指導主任（主
事）．長欠担当
者研修会

指導課 実施した

国，県，市の生徒指導・不登校等児童生徒の問題行動に係る施策の通知を周知徹底
し，取り組んでいくため，下記を行った。
・市内全小中学校の生徒指導担当者を対象とした研修会を実施。（１回。前年度：１
回）
・市内全小中学校の長期欠席者対応担当者を対象とした研修会を実施。（３回。前年
度：３ 回）

・各研修を通じて，各学校担当者
に対して男女平等の視点に立っ
た施策等の周知徹底を図れた。
・男女平等の視点に立った児童
生徒の健全な育成には，指導が
すぐに効果が表れるものではな
いため，性別にとらわれず各児童
生徒の実態に応じたきめ細やか
な指導支援が必要である。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（２）　セク
シュアル
ハラスメン
ト防止対
策と体制
整備

①　セク
シュアル
ハラスメン
ト防止対
策と体制
整備

３　男女共同参画の視点に立った教育の推進

（１）　保育
園・幼稚
園・学校に
おける意
識づくりの
推進

①　男女
共同意識
の啓発

Ⅰ　等しく認めあう
２　男女の人権擁護

（１）　ドメ
スティック
バイオレ
ンスの発
生を防ぐ
意識づくり

①　暴力
を許さな
い意識づ
くりと相談
体制の整
備

8．保育園，幼稚
園，小中学校に
おける男女平等
の視点に立った
保育，教育の推
進

7．市内事業所
や市役所等の職
場への意識啓発
と相談体制の充
実
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
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取組の
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事業番号．
事業名

担当
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H30年度
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具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

①　男女
共同意識
の啓発

10-3．男女平等
の視点に立った
保育，生徒指導
のための研修の
充実　（３）各種
会議等における
指導，助言，啓
発

指導課 実施した

下記の場で指導・助言を行った。
・不登校児童生徒対策支援教室担当者会議
・小中生徒指導推進研究協議会
・中高生徒指導推進研究協議会等

受講者が研修内容を各学校で周
知し，学校として一貫性のある男
女平等の視点に立った指導に努
め，組織的な対応ができる生徒
指導の体制作りを強化したい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

11．小中学校担
当教員の学校人
権教育研修会の
実施

指導課 実施した 学校人権教育研修会を実施した。（年２回）
各小中学校人権教育主任の人権
に対する意識が高まった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

12．教育内容に
応じた混合名簿
の活用

指導課 実施した
指導内容に応じ，卒業生台帳の公簿などは生年月日順とし，男女混合名簿を使って
いる。

今後も，内容に応じ，男女混合名
簿を使っていく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

13．学校におけ
る総合的な学習
の時間，キャリ
ア教育の充実

指導課 実施した
主体的な選択と，能力・適性を生かせるよう，小学校では職業調査学習，中学校では
職場体験学習を行っている。

性別にかかわらず，自分の能力
と適性を生かせることを学べた。

積極的な
推進が見
られた

14．進路指導担
当教職員の研修
の充実

指導課 実施した
性別にかかわらず，進路について子どもたちが考えられるよう，八千代市進路連絡協
議会において，進路指導担当教職員に会議の中で周知を徹底した。

性別にかかわらず，個人の希望
に沿った進路指導を実施してい
る。

積極的な
推進が見
られた

15．中学校にお
ける技術家庭科
授業の男女共修
の充実

指導課 実施した
・男女ともに技術分野及び家庭分野を学んでいる。
・八千代市中学校技術家庭科作品展を実施した。

技術分野及び家庭分野を，男女
性別に関わらず学び，安全に取り
組み，能力を生かすことに繋がっ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

16-1．技術家庭
科担当教員研修
の充実　（１）中
学校技術家庭科
実技研修会

指導課 実施した
千葉県職業能力開発協会の協力を得て，和裁マイスターを講師に招き，男性教諭も
女性教諭も関係なく，研修を受けた。

男性教諭も積極的に研修に参加
して学び，その研修を生かし，実
際に子どもたちに授業をすること
で「縫い物は女性」という固定観
念を子どもたちが持たないように
なり，男女共同参画の意識づくり
を図れた。

積極的な
推進が見
られた

16-2．技術家庭
科担当教員研修
の充実　（２）小
学校家庭科実技
研修会

指導課 実施した
昨年度に続き，男性教諭研修参加を促した。
＜男性教諭の研修参加者数＞
　H２８：３人　H２９：３人　H３０：１人

平成３０年度も男性教諭の研修
への継続した参加があった。今後
もより多くの参加を目指して，男
性教諭の参加を呼びかけていく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

17．小中学校に
おける性教育の
推進

保健体育
課

実施した

小学校６年生の体育で「病気の予防」，中学校３年生の保健体育で「感染症の予防」
としてエイズを含めた性感染症について学習する機会を設けるとともに，学級活動や
学校行事等の特別活動の中で性に関する指導を行っている。
啓発活動として思春期保健ネットワーク会議と連携して中学１年生に性に関するリー
フレットの配布及び配布後のアンケート調査に協力した。

各学校における体育・保健体育
及び特別活動での指導が性に関
する正しい知識の習得につな
がっている。
思春期保健ネットワーク会議で作
成した中学生向けリーフレットの
配布は正しい知識普及の一助と
なった。また，配布後のアンケー
ト調査を分析することで現状の把
握ができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

男女共同
参画セン
ター

実施した

・男性を対象に，家事や上手なコミュケーションの取り方，地域の施設めぐりなど様々
な学習をする講座を実施。
「男の雑学塾（全６回）」
９月２８日㈮，１０月１２日㈮・２６日㈮，１１月８日㈮・３０日㈮，１２月１２日㈬
延べ参加人数　H３０　１２６人，H２９　１２６人，H２８　６１人
・料理が不慣れな男性を対象に料理の基本を学ぶ講座を実施。
男の料理ビギナーズ編「プロから学ぶ本格コーヒー＆スパゲティ」
１月１５日㈫
　参加人数　H３０  １６人，H２９　１９人，H２８　２４人

男性の参画が少ない家庭・地域
活動への参画推進が図れた。

積極的な
推進が見
られた

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

①高津公民館「高津いきいき学級」（座学編）（全3回）延べ参加人数　57人（男性9人・
女性48人）
②　　〃　　「高津いきいき学級」（健康編）（全3回）延べ参加人数　30人（男性5人・女
性25人）
③八千代台公民館「八千代悠々倶楽部」（全4回）延べ参加人数　18人（男性12人・女
性6人）
④村上公民館「村上いきいき元気教室」（全7回）延べ参加人数　111人（男性19人・女
性92人）
⑤睦公民館「睦リフレッシュ講座」（シニア編）（全5回）延べ参加人数　54人（男性5人・
女性49人）
⑥八千代台東南公民館「東南きらめき倶楽部」（全9回）延べ参加人数　275人（男性
55人・女性220人）
⑦緑が丘公民館「ときめき倶楽部」（全8回）延べ参加人数　192人（男性39人・女性
153人）
※毎年，同じ講座を開講しているわけではないので，年度ごとの人数は入力できな
い。

各公民館において，主に高齢者
を対象とし学習や趣味作り，地域
でのコミュニケーションを促進する
ことを目的として講座を実施し
た。講座を通し，家庭生活や地域
活動に関わっていくための素地を
作ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

19．家庭教育の
支援

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

１各公民館において，未就学児から小中学生の保護者を対象に「家庭教育学級」等，
家庭教育に関する講座を１１講座開講した。
　延べ参加人数　２１０人
２各公民館及び総合生涯学習プラザにおいて，１歳児の親子を対象に「１歳児親子学
級」を１０学級開講した。
　延べ参加人数　３，２４８人
３いくつかの公民館において，０歳児・２歳児・３歳児の親子を対象に，子どもの月齢
に合わせた家庭教育に関わる講座を６講座開講した。
　延べ参加人数　４６３人

１歳児親子学級は，市内９公民館
で統一した事業として毎年開講し
ている。３０年度より，全６回の開
催数を全１０回とした。需要もあ
り，館によっては定員を超える応
募状況であった。家庭教育学級
においては，小中学生の保護者
を対象としていることから働きに
出ている親が多いなど参加者数
の減少が課題となっている。「学
級」の形態にとらわれず，単発で
の講座の開講なども視野に家庭
教育講座の充実を図る。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

Ⅰ　等しく認めあう
３　男女共同参画の視点に立った教育の推進

（１）　保育
園・幼稚
園・学校に
おける意
識づくりの
推進

②　男女と
もに主体
的な選択
と能力・適
性をいか
すことので
きる教育
の推進

（２）  家庭
や地域に
おける意
識づくりの
推進

①　家庭
や地域に
おける男
女共同参
画推進の
ための学
習機会の
充実と啓
発

18．家庭や地域
に関する学習機
会の充実
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19-1．家庭教育
の支援　（１）家
庭教育講演会

生涯学習
振興課

実施した
第１回家庭教育講演会（講師：日本ウェルネススポーツ大学教授　近藤卓氏　参加者
数８４人）と第２回家庭教育講演会（講師：親業訓練協会　シニアインストラクター　式
場敬子氏　参加者数６７人）を開催した。

実施した家庭教育講演会を通し
て，家庭教育の普及を図ることが
できた。より多くの人に家庭教育
講演会に参加いただけるよう，今
後も積極的に周知していきたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

19-2．家庭教育
の支援　（２）家
庭教育学級だよ
りの発行

生涯学習
振興課

実施した
「家庭教育だより」小学生版と中学生版を作成し，市内の小・中学校に通学する児童・
生徒の保護者に配布した。

家庭教育に関する情報を提供で
きた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

子ども保
育課（保育
園）

実施した
保育園行事（運動会・保育参観・懇談会・発表会など）において夫婦一緒に子育てす
る意識が持てるような内容を取り入れ，配布物や掲示物において参加を促し，男女で
子育てする意識向上の啓発を行った。

配布物や掲示物による行事等の
情報提供を通じ，男女で子育てす
る意識の向上を図ることができ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

子ども保
育課（子ど
も支援セ
ンターす
てっぷ21）

実施した

父親が子どもと一緒に遊ぶ体験や父親同士の交流行事の実施により夫婦で子育て
する意識向上の啓発を図った。
「お父さんと一緒に遊ぼうよ」開催・父親の延参加者数
　H３０　２回・２７人
　H２９　５回・４６人
　H２８　６回・１００人

父親が参加できる行事等の実施
により男女で子育てする意識向
上の推進を図ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

子育て支
援課

実施した

子育てに関するサイトである「にこにこ☆元気」の運営を行うことで，啓発を行った。
・閲覧数
　２８年度　２，７８６人
　２９年度　４，２４１人
　３０年度　４，１９５人
（各年度４月１日～３月３１日集計）

子育てに関するサイト「にこにこ
☆元気」の運営を行うことで，啓
発を図ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

男女共同
参画課

男女共同
参画セン
ター

21．男性の子育
て推進

子ども保
育課（子ど
も支援セ
ンターす
てっぷ21）

実施した

地域子育て支援センター及び子ども支援センターすてっぷ２１大和田・勝田台におい
て夫婦で子育てする意識の向上を目的に父親が子どもと一緒に遊ぶ体験や父親同
士の交流行事を実施した。
「お父さんと一緒に遊ぼうよ」開催・父親の延参加者数
　H３０　２回・２７人
　H２９　５回・４６人
　H２８　６回・１００人

父親が参加できる行事等の実施
により男女で子育てする意識向
上の推進を図ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

①　審議
会等への
女性登用
の促進

22．審議会等に
おける女性委員
比率目標達成

男女共同
参画課

実施した
女性委員登用状況調査を実施し，結果を庁内に周知することで，登用率向上への協
力を求めた。

女性登用促進への意識付けにつ
ながっている。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

②　審議
会等への
市民登用
の機会均
等

23．審議会等委
員における公募
委員登用機会均
等

コミュニ
ティ推進
課

実施した

　八千代市審議会等の整理統合及び運営等に関する指針にて，「審議会等における
女性委員の数は，やちよ男女共同参画プランに掲げた目標値３５%の達成に努めるも
のとする」とされており，市民公募等に際しては，当該内容について各課へ周知を行
い，選考に際して女性委員の割合を高めるよう促した。
各種審議会等における公募による市民委員の登用率
　３０年度　  ８.６４％
　２９年度　　８.９９％
　２８年度　  ９.０２％
各種審議会等における女性委員の登用率
　３０年度  　３２.６８％
　２９年度　  ３２.２２％
　２８年度  　３１.７１％

　女性委員の登用率についてい
えば，平成２８年度から平成３０
年度までにおいて確実に数字が
伸びており，各審議会担当課の
女性委員の割合を高めることへ
の意識は浸透されてきており，周
知できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

③　市女
性職員の
採用と管
理職への
登用の促
進

24．市女性職員
の採用，管理職
への登用の促進

職員課 実施した

性別に関わらず適切な人事管理・職員の採用を行った。

職員採用試験受験者のうち女性の割合　単位　 ％
　２８年度　　２９年度　　３０年度
　　４５.７　　　　３６.９　　　　３５.８
管理職職員のうち女性職員の割合　　単位　　％
　２８年度　　２９年度　　３０年度
　　２２　　　　　１８.８　　　　１９.６
女性職員の採用　　平成３０年度　　単位　人
　２８年度　　２９年度　　３０年度
　　２５　　　　　２４　　　　　１９

保育士等を中心に女性の採用者
数が増加傾向にある。
今後は技術職を中心に女性の受
験者数の確保，また，女性職員
の管理職等への登用及び職域の
拡大を図る予定である。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（２）　男女
共同参画
推進のた
めの指導
者の人材
発掘・育
成

①　指導
者育成の
ための学
習機会・
交流機会
の充実

25．自主学習グ
ループの育成と
リーダーの発掘

男女共同
参画セン
ター

実施した
男女共同参画センター利用団体を対象に，男女共同参画の理解を深めることを目的
とした研修会を実施した。
  ３月１５日㈭   参加人数　H３０　２７人，H２９　２６人，H２８　２６人

男女共同参画センター利用団体
に対し，意識啓発を図ることがで
きた。

積極的な
推進が見
られた

（１）　まち
づくりへの
多様な参
画の推進

①　まちづ
くりへの男
女共同参
画

26．自治会の支
援，育成

生活安全
課

実施した

地域まちづくりをしている自治会活動事業への補助金を交付した。
　３０年度　１世帯当たり３００円補助，市内自治会数２４５
　２９年度　１世帯当たり３００円補助，市内自治会数２４５
　２８年度　１世帯当たり３００円補助，市内自治会数２４５
また，開発事業における事前協議の際に，入居者に対して自治会への加入，結成を
働きかけた。

自治会活動事業への補助を行っ
た結果，地域活動を支援でき，ま
ちづくりへの多様な参画の推進を
図ることができた。また，開発事
業において自治会への加入，結
成を働きかけたが加入率は低下
した。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

実施した

男性が育児に積極的に関わるように子どもとの関わり方を学ぶ講座を実施。
・パパと作るランチプレート　１２月２日㈯
　参加人数　H３０　８組１６人，H２９  ７組１４人，H２８  ８組１６人
・パパと一緒にリトミック　３月１７日㈯
　参加人数　H３０　１４組２８人，H２９　１１組２５人（H２８実施なし）

父親が子育てに関わる大切さの
意識づくりを図れた。人気講座で
あり，ニーズも高いことから今後
も実施したい。

（２）  家庭
や地域に
おける意
識づくりの
推進

①　家庭
や地域に
おける男
女共同参
画推進の
ための学
習機会の
充実と啓
発

20．男女で子育
てする意識の啓
発

Ⅰ　等しく認めあう
３　男女共同参画の視点に立った教育の推進

２　地域での男女共同参画

積極的な
推進が見
られた

Ⅱ　共につくりだす
１　政策・方針決定の場への男女共同参画

（１）　行政
における
多様な参
画の推進
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27．自主防災組
織創設，育成事
業

総合防災
課

実施した

＜実施状況＞
・新規自主防災組織，既存組織に補助金を交付した。
・各自主防災組織の会長を対象としたリーダー研修会を実施した。
・自主防災組織の新規結成を図るため，自主防災組織が未結成の自治会を訪問し，
自主防災組織の結成に関する説明を行った。
＜実績＞
・新規結成した自主防災組織の組織数
　H３０：６組織，H２９：６組織，H２８：３組織

自主防災組織が行う防災活動に
対する補助金の交付や，各自主
防災組織の会長を対象としたリー
ダー研修会を実施したことによ
り，自主的な防災活動の推進を
図り，地域全体においてまちづく
りへの多様な参画を推進した。

積極的な
推進が見
られた

28．防災意識の
普及，啓発

総合防災
課

実施した

＜実施状況＞
まちづくりふれあい講座や防災訓練などで講話を実施した。
＜実績＞
・まちづくりふれあい講座の実施回数
　３０年度　２回　２９年度　０回　２８年度　１回
・防災訓練における防災講話の実施回数
　３０年度　２２回　２９年度　２６回　２８年度　２９回

まちづくりふれあい講座や防災訓
練における防災講話などの実施
により，市民の防災意識への普
及・啓発を図り，地域全体におい
てまちづくりへの多様な参画を推
進した。

積極的な
推進が見
られた

29．リサイクル
等のイベントの
開催

クリーン推
進課

実施した

・八千代フリーマーケット実行委員会主催によるフリーマーケットの開催を支援（後援）
した。
　＜開催実績＞
　平成２８年度　 ５月１４日　８００人　１０月２９日　９００人
　　　1111111　　 ３月１１日　６００人
　平成２９年度　 ５月２７日　６００人　１０月２８日　７００人
　平成３０年度　 ５月１２日　１，３００人 １０月２８日 １，０００人
・２０１８八千代どーんと祭りに出展，リサイクルフェアブースを出店し，エコグッズの配
布等を行った。
　＜開催実績＞
　平成２８年度　 １０月１５日，１６日  ２，０００人
　平成２９年度　 １０月２１日  １７５人
　平成３０年度   １０月２０日，２１日　１，６７７人

女性が主体となっている実行委
員会により開催されており，女性
の地域におけるまちづくりへの参
画推進につながっている。
フリーマーケット実行委員会は，９
人中７人が女性によって構成され
ている。今後は委員が主体となっ
て運営できるよう支援していきた
い。
また，多くの市民にごみの減量を
通したまちづくりへの参画が図れ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

30．市民活動サ
ポートセンター
の運営

コミュニ
ティ推進
課

実施した

・市民活動団体に利用者相互の交流の場を提供する交流支援，事務的な活動の場を
提供する活動支援，情報の収集と発信の場を提供する情報支援を実施した。
・ふれあい大学受講生の方々の地域デビューを支援するため，「地域デビュー講座」
を開催。併せて受講生と市民活動団体の交流や理解を深めるため，各団体のブース
を設置し地域デビューのきっかけづくりの場を提供した。
・市民活動の周知と，市民活動団体相互の交流促進のため「やちよ市民活動フェス
ティバル２０１８」を開催。
・新たに市民活動サポートセンターとボランティアセンターとの共催事業として「ボラン
ティアカフェ」を開催し，地域活動・ボランティア活動への支援・育成につなげるためボ
ランティアセンターとの連携強化を図った。
・市民活動サポートセンター利用者数
　３０年度　５，９７５人
　２９年度　５，６０７人
　２８年度　５，６３０人

市民活動サポートセンターの利
用者数は増加した。新たな事業を
実施し，市民活動団体等の地域
活動・ボランティア活動への支
援・育成につながった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

31．女性の消防
団員の事業参画
推進

消防総務
課

実施した

・応急手当指導員の資格を持った女性消防団員が，救急隊と共に，市民への救命講
習，小中学生に対して救命体験を行い普及啓発を行った。
　H３０年度４６回・H２９年度４４回・H２８年度２９回
・総合防災訓練，消防フェア等，大規模な防災訓練や地域の訓練等に参加し市民等
への救命体験を実施した。
・住宅用火災警報器普及活動に参加した。
　H３０年度２回・H２９年度２回・H２８年度２回
・幼年消防クラブを対象に火災予防広報を実施した。
　H３０年度１２回・H２９年度１３回・H２８年度１５回
・消防団員を対象に，普通救命講習会を実施した。
　H３０年度５回・H２９年度７回・H２８年度５回

普通救命講習等及び住宅用火災
警報器普及活動を行い，市民に
対して普及啓発活動ができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

32．活動に関す
る情報提供の充
実

青少年課 実施した
市のホームページ上で子ども・若者の体験活動等について「はっぴぃういんど」で情報
提供を行った。

情報提供元を精査し，ホームペー
ジにリンクを貼り，情報の窓口と
して機能するよう努めた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

33．ボランティア
活動の環境整備

健康福祉
課

実施した

社会福祉協議会が福祉教育の一環として市内小中学校及び高等学校を対象とした
各種出前講座を行い，地域活動・ボランティア活動への参画を促した。
・出前講座（福祉教育）
　２８年度　１４校　　２９年度　１１校　　３０年度　１９校
・高齢者擬似体験・障害者疑似体験（車いす・アイマスク）
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成講座参加人数
　２８年度　２００人　　２９年度　１６５人　　３０年度　１３８人
・地域の担い手育成講座「県社協主催」（４８名参加）
・災害ボランティア・被災者支援センター立上げ訓練（述べ６５名）

福祉教育を通し，ボランティア活
動の大切さが学ぶことができ，ボ
ランティアの育成にも繋がった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

34-1．地域の人
材活用の充実
（１）生涯学習ボ
ランティアバンク

生涯学習
振興課

実施した

ボランティアバンク制度について，市ホームページや総合生涯学習プラザホームペー
ジへの掲載，主催講座や市内イベントでのチラシ配布，広報やちよ平成３１年２月１５
日号での特集記事の掲載などを実施し，制度の利用回数や利用者数，登録者数の
増加につながった。

積極的に周知活動を行った結
果，地域全体における，まちづく
りへの多様な参画を推進すること
ができた。また，講師登録者数が
増加し，地域でボランティア活動
を行いたい人への支援にも繋
がった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

34-2．地域の人
材活用の充実
（２）公民館ボラ
ンティア講師制
度

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

各種の技能・能力を持っている人が公民館でボランティア活動を行いやすくするため
の「公民館ボランティア講師制度」を実施している。「公民館ボランティア講師制度」の
活用を，公民館主催講座の講師としてだけではなく，公民館を利用する各サークル
や，地域の方々が依頼できるように情報提供を行っている。
　平成２８年度ボランティア講師登録者数　７８人
　平成２９年度ボランティア講師登録者数　７８人
　（＊年度末を以て，更新確認）
　平成３０年度ボランティア講師登録者数　５０人

２９年度で任期満了となるタイミン
グに合わせ，任期を５年から３年
に改め登録者に対し，継続の意
思確認とさらなる充実を図るため
制度に対する意見調査を行った。
制度を通して，地域活動・ボラン
ティア活動への参加意識を高め
る一助となっていることから今後
も，啓発方法，情報提供など充実
に努める。

積極的な
推進が見
られた

（１）　まち
づくりへの
多様な参
画の推進

①　まちづ
くりへの男
女共同参
画

（１）　まち
づくりへの
多様な参
画の推進

②　地域
活動・ボラ
ンティア活
動の支援
と育成

②　地域
活動・ボラ
ンティア活
動の支援
と育成

２　地域での男女共同参画

Ⅱ　共につくりだす
１　政策・方針決定の場への男女共同参画
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

（１）　まち
づくりへの
多様な参
画の推進

②　地域
活動・ボラ
ンティア活
動の支援
と育成

35．地域集会施
設の整備

生活安全
課

実施した

男女が共同参画し地域まちづくりの拠点となる地域集会施設の修繕，管理運営に補
助金を交付した。また開発事業による，事業主との事前協議にて，住居計画戸数が１
００戸以上の場合は集会用地や集会室等確保するよう指導した。
３０年度
　修繕事業補助金交付    １件
　管理運営補助金交付　７８件
　開発事前協議指導　　　 １件
２９年度
　修繕事業補助金交付　　１件
　管理運営補助金交付　７８件
　開発事前協議指導　　 　０件
２８年度
　修繕事業補助金交付　　３件
　管理運営補助金交付　７７件
　開発事前協議指導　     ０件

地域集会施設の修繕，管理運営
に補助金を交付し，地域での集
会活動の活性化を図るように集
会施設の整備を支援できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

36．連携と協働
による男女共同
参画の推進

男女共同
参画セン
ター

実施した

・千葉県よろず支援拠点・商工課と協力して，「女性のための創業セミナー」を実施。
「女性のための創業セミナー１好きを仕事に！～未来を描く創業セミナー」
　９月２０日㈭　参加人数　H３０　２２人，H２９　２０人，H２８　２３人
「女性のための創業セミナー２伝わるチラシのつくりかた」
　１０月４日㈭　参加人数　　　　H３０　２４人（H２９実施なし）
・市内女性起業家と協力し，男女共同参画週間事業の際に展示コーナーを設けた。
・過去に活躍した女性の人生を振り返り，女性の生き方について考える「女性学講座」
を支援団体「らいてうの会」との連携・協働で実施。
　１１月２７日㈫　H３０　３９人，H２９　４９人，H２８　３６人

連携・協働して男女共同参画の
推進を図ることができた。

積極的な
推進が見
られた

子ども保
育課（子ど
も支援セ
ンターす
てっぷ21）

実施した
　母子保健課と連携し，地域子育て支援センター・子ども支援センターを拠点として妊
娠出産，乳幼児期を通じた支援を行った。

母子保健課と連携による地域子
育て支援センター・子ども支援セ
ンターを拠点とした妊娠出産，乳
幼児期を通じた支援を行い，子育
てしやすいまちづくりの推進を図
ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

母子保健
課

実施した

母子保健課と子育て支援課が連携し，子ども支援センターすてっぷ２１・地域子育て支援セ
ンターを拠点として，妊娠期から出産，乳幼児期までの切れ目のない支援の提供と子育てし
やすいまちづくりの推進を図った。子ども支援センターすてっぷ２１・地域子育て支援セン
ター・母子保健課で地域情報交換会を実施。地域の特性に合わせ，子育てアドバイザー（保
育士）と保健師がコーディネーターとなりネットワーク化を図った。
加えて，子ども支援センターすてっぷ２１・地域子育て支援センターの地域に応じた活動とし
て，関係機関の会議に随時出席して情報交換を行ったほか，支会との協働で出前「遊びと交
流の広場」を開催し，多様な連携・協働につなげることができた。
・地域情報交換会（合同開催の数により年間開催回数は増減する）
30年度　7回　134人，29年度　７回　136人，28年度　８回　144人

子育て支援関係団体との連携が取
りやすくなってきており，ネットワーク
が構築されてきている。
引き続き，地域の特性に合わせた
コーディネートを行いネットワーク化
を推進する。

現状維持
（具体的な
取組を
行った）

38-1．地域活動
団体の支援，連
携　（１）文化団
体の支援，連携

文化・ス
ポーツ課

実施した

市内の文化団体，３団体（八千代市短歌会，八千代市合唱協会，八千代管楽オーケ
ストラ）が実施する各種の文化活動に関する事業に対して補助金を交付した。また，
文化団体連絡会議を開催し，団体との連絡調整や意見交換を行った。

文化団体３団体（八千代市短歌
会，八千代市合唱協会，八千代
管楽オーケストラ）へ補助金を交
付した。この補助金は，平成３０
年度で終了し，平成３１年度から
１％支援制度（八千代市市民活
動団体支援金交付制度）への申
請を提案してきた。そのような経
緯もあり，文化団体活動補助金
は，平成３０年度をもって終了し
た。
また，市民文化祭参加団体を中
心とした，文化団体連絡会議を実
施することで，団体間の連携を強
化するよう努めた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

38-2．地域活動
団体の支援，連
携　（２）青少年
育成団体の支
援，連携

青少年課 実施した
青少年の健全育成を目的とする団体に対し，活動費の一部を助成した。
また，活動事業に対し後援や各団体間の連携を図ることを支援し，活動への環境整
備に努めた。

青少年の健全育成の活動が促進
した。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

38-3．地域活動
団体の支援，連
携　（３）青少年
学校外活動支援
事業実行委員会
の支援，育成

青少年課 実施した
学校の休日等に子どもたちへの様々な体験活動の場や機会を提供している活動団
体に対し，消耗品の提供や備品の貸出及び指導者の講習会・研修会等を実施し，活
動内容の充実のための支援を行った。

消耗品の提供や備品の貸出及び
指導者の講習会・研修会の実施
により，子どもたちが地域のボラ
ンティアの指導のもと，生活・社
会・自然等の様々な体験ができる
ような場や機会を提供した。ま
た，それぞれの団体が持つ知識
や情報を共有する場を設ける等

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

38-4．地域活動
団体の支援，連
携　（４）ＰＴＡ連
絡協議会の支
援，連携

指導課 実施した
八千代市ＰＴＡ連絡協議会役員は，市内各小中学校のＰＴＡ会長・副会長を中心に構
成されている。総会や研修会を開催し，子ども・教育・親のために年間を通じて活動を
行っている。

連携・協働が図れた。今後もＩＣＴ
機器を使った会議時間短縮等，
支援を継続していきたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

38-5．地域活動
団体の支援，連
携　（５）地域活
動団体の支援，
連携

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した
子ども会や自治会等の地域団体との連携の強化，相互協力体制の充実を図る。ま
た，その他地域活動に従事する各種団体の支援・育成に努める。公民館全体では，
地域の自治会等の総会や役員会への場所の提供を行っている。

多様な主体の連携・協働が図れ
た。今後も継続したい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

２　地域での男女共同参画

37．地域子育て
支援ネットワーク
の構築

（２）　多様
な主体の
ネットワー
ク化によ
る連携・協
働

①　多様
な主体の
連携・協
働

Ⅱ　共につくりだす
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

38-6．地域活動
団体の支援，連
携　（６）講座後
の自主グループ
の支援，連携

教育総務
課（郷土博
物館）

実施した

八千代土器づくり同好会，竹細工同好会，古文書同好会，篆刻同好会は，博物館主
催講座の受講生OBらが中心となって組織され，原則として毎月１回程度の同好会活
動を博物館が支援している。その活動の成果を発表する展示会も博物館と連携の形
で行っている。また，古文書資料の整理や，毎年度の博物館主催講座にも同好会員
を講師，講師補助として，受講者の指導に当たるなど活躍の場ともなっている。
・縄文土器づくり講座開催日数
　３０年度　３日，２９年度　３日，２８年度　３日
・縄文土器づくり講座作品展開催日数
　３０年度　１９日，２９年度　３７日，２８年度　２５日
・竹細工講座開催日数
　３０年度　１日，２９年度　１日，２８年度　１日
・竹細工講座作品展開催日数
　３０年度　１２日，２９年度　１２日，２８年度　１２日
・篆刻講座開催日数
　３０年度　２日，２９年度　２日，２８年度　２日
・篆刻講座作品展開催日数
　３０年度　８日，２９年度　８日，２８年度　８日

これらの活動により同好会への
加入者の増加と共に，各団体の
連携・協働が図れた。今後も引き
続き，博物館と同好会の連携を
深める必要がある。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

39．関連施設，
機関との連携

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

各関連施設との連携を図ることにより，活動の充実に努めた。
１社会教育施設との連携　公民館・図書館・郷土博物館・文化伝承館・総合生涯学習
プラザ等との連携を図る。
２男女共同参画課・センター事業への協力。
３生涯学習振興課との連携。

多様な主体の連携により，情報
交換の場が広がり，充実した市
民サービスへの一助となった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

40．広報女性版
の発行

広報広聴
課

休止した

広報女性版については，昭和４９年に誕生し，やちよ農業交流センターや市内小学校
などに協力してもらうなど，多様な主体との連携・協働により発行してきたが，女性目
線で社会や生活について考えるという企画目的は達成されたと考え，平成３０年１月
１５日号を最後に発行を休止した。
平成３０年度は，今まで女性版を載せていたスペースに通常の特集記事を掲載。今
年度も発行予定はなく，今後も必要性の有無や影響を検討し，特段問題がないと確
認できれば廃止とする予定。

３０年度発行実績なし。
未実施・
休止・廃
止

41-1．国際社会
を理解するため
の意識づくり
（１）国際平和作
文コンクール

指導課 実施した

H３０
　・応募総数３，３２０編（小学校　１，７４９編　　中学校　１，５７１編）
　　→入選者　小学校：男子１１人女子２５人 中学校：男子８人女子１６人
　・応募率　　小学校　９５.２%　中学校    ８８.５%
H２９
　・応募総数３，４１７編（小学校　１，７８０編　中学校　１，６３７編）
　　→入選者　小学校：男子１１人女子２４人 中学校：男子１０人女子１５人
　・応募率　　小学校　９３％　　中学校    ８９．７%
H２８
　・応募総数３，１６５編（小学校　１，６１７編　中学校　１，５４８編）
　　→入選者　小学校：男子１２人女子２４人 中学校：男子１２人女子１２人
　・応募率　　小学校　９１．１％　　中学校    ８２，８%

国際平和作文コンクールは，小
学生が課題ＤＶＤを見て考えたこ
とを書き，中学生がＤＶＤを見て，
自分が地域に貢献していること，
もしくはこれから自分が世界に貢
献できる事を原稿用紙２枚に書い
た。ＤＶＤを見た児童・生徒は世
界に起きていることを知り，自分
にできることは，何かを真剣に考
えることができた。応募率も，平
成２８年度と比べ，小学校では，
上昇傾向にある。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

42-1．外国語指
導助手による国
際教育の推進
（１）外国語指導
助手派遣事業

指導課 実施した

・英語の授業
  H３０小学校３０回　H２９小学校３０回　H　２８小学校３０回
・イングリッシュアワーを小学校３年生から６年生の希望者対象に，公民館で実施。
（ＡＬＴと一緒に工作・調理など）
・英語教材の作成や教員研修へのＡＬＴ参加
・ＡＬＴの人数
　H３０　民間派遣１０人　直接雇用６人
　H２９　民間派遣８人　  直接雇用８人
　H２８　民間派遣７人　　直接雇用７人

児童の外国の生活や文化・言語
に対する興味を深め，国際社会
を理解するための意識作りが図
れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

43．情報の提供
男女共同
参画課

実施した

下記の各種パンフレット・ポスターを男女共同参画センターに掲示し周知を行った。
・１３歳で結婚。１４歳で出産。恋は，まだ知らない。
・日本でも人身取引が。
・気づいてください。日本での人身取引

センター来所者が限られているた
め，周知効果が低い。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

44-1．外国人に
対するコミュニ
ケーション支援

総合企画
課

実施した

・多文化交流センターにおいて在住外国人に対して通訳を配置し，各種相談，情報提
供を行った。
　平成３０年度　計１，３９４人　男４４７人　女９４７人
　平成２９年度　計１，３４６人　男３９６人　女９５０人
　平成２８年度　計１，４９３人
・同センター内及び市役所で２日間に渡り，小中学校の入学説明会の時期に合わせ
学用品を展示し，外国籍の親や子どもに対し日本の学校制度についての説明会を
行った。
　平成３０年度　計１３組
　平成２９年度　計１２組
　平成２８年度　計８組
・多言語による生活情報メール配信を，毎月１～３回程度行った。
　平成３０年度　計２８８人
　平成２９年度　計２７６人
　平成２８年度　計１９１人

外国人に対して多言語で情報提
供等をすることによって，コミュニ
ケーション支援の充実を図った。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

44-2．日本語の
学習機会の提供

総合企画
課

実施した

外国人へ市国際交流協会主催の日本語教室を案内するとともに，同教室の支援を
行った。
平成３０年度
　大人向け９教室生徒数（延べ人数）２，２９７人
　子ども向け１教室生徒数（延べ人数）３９５人
平成２９年度
　大人向け９教室生徒数（延べ人数）２，２９３人
　子ども向け１教室生徒数（延べ人数）４６４人
平成２８年度
　大人向け９教室生徒数（延べ人数）２，１５９人
　子ども向け１教室生徒数（延べ人数）４８４人

外国人に対し日本語学習の機会
を提供し語学力の向上を促すこと
で，コミュニケーション支援の充実
を図った。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

44-3．多言語に
よる防災に関す
る情報提供

総合防災
課

実施した

・多言語（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語版）パンフレットを支所など
で外国人転入者に配布した。
・市内小学校及び中学校に設置している防災倉庫に多言語カードを配置した。
・多言語（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語・ベトナム語）防災情報メー
ルで災害情報の配信を行った。

パンフレットの配布等により，発
災時に日本語に慣れていない外
国人が防災情報を確認しやすい
環境を整備した。課題として，総
合防災訓練の際に，防災情報の
多言語による提供について周知
を行う必要がある。

積極的な
推進が見
られた

45．外国人児童
生徒の教育推進
事業

指導課 実施した

日本語指導が必要な外国人児童生徒に対し教育相談を行うことができる者を派遣
し，外国人児童生徒，保護者，教員等に対して，日本語指導や学習面・生活面の適応
等の教育相談を実施した。
・外国人児童生徒の相談者数
　３０年度：５３人，２９年度：４５人，２８年度：４２人

相談体制の充実を図ることができ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（１）　平和
と国際社
会への理
解

①　国際
社会を理
解するた
めの意識
づくり

３　国際社会への理解と交流の推進

（２）　多様
な主体の
ネットワー
ク化によ
る連携・協
働

①　多様
な主体の
連携・協
働

Ⅱ　共につくりだす
２　地域での男女共同参画
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主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

（１）　平和
と国際社
会への理
解

①　国際
社会を理
解するた
めの意識
づくり

46．多文化共生
の地域づくり

総合企画
課

実施した

多文化交流センターを活用し,実施するアミーゴこども日本語教室及びオープンセサミ
英語教室を支援した。
　平成３０年度　計１，１９４人
　平成２９年度　計１，３２６人
　平成２８年度　計１，４５１人

国際社会への理解を深めるととも
に，外国人に対するコミュニケー
ション支援の充実を図った。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

①　国際
交流関係
団体との
連携

47．国際交流協
会との連携

総合企画
課

実施した

イベントにおける企画・運営や広報等のバックアップ，日本語教室等の会場確保，情
報交換や課題の解決に向けた定例会議への参加等を行い，国際交流協会との連携
を図った。また，八千代市国際交流協会補助金交付要綱に基づき補助金を交付し，
事業が円滑に実施されるよう支援を行った。
　平成３０年度　１，１００，０００円
　平成２９年度　１，３２９，０７２円
　平成２８年度　１，０８０，３９３円

事業の周知及び会場確保，補助
金交付等を実施し，市民主体の
交流支援の充実を推進すること
ができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

48-1．国際交流
事業の充実
（１）姉妹都市タ
イラー市との交
流事業の支援

総合企画
課

実施した
令和元年１０月に八千代市親善訪問団が姉妹都市であるタイラー市を訪問するにあ
たり，親善訪問団派遣実行委員が立ち上げられ，一般市民の参加募集，タイラー市と
の連絡のやり取り及び旅程の調整等を行った。

八千代市親善訪問団のタイラー
市訪問が円滑に進むよう調整を
図った。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

48-2．国際交流
事業の充実
（２）こども親善
大使の派遣，受
け入れ事業

指導課 実施した
八千代こども国際平和文化基金事業であるタイ王国バンコク都への八千代こども親
善大使の派遣と，バンコクこども親善大使の受け入れ事業を実施した。さらに，こども
親善大使のＯＧＯＢ会「ダイラックアン」国際交流活動を支援した。

バンコクこども親善大使受入れ，
派遣ともに，国際交流の充実を図
ることができた。
バンコクこども親善大使受入れ
平成２８年度
バンコクこども親善大使１０名・同
行職員６名
平成２９年度
バンコクこども親善大使１０名・同
行職員６名
平成３０年度
バンコクこども親善大使１２名・同
行職員８名
八千代こども親善大使派遣
平成２８年度
小学校５年生６名　中学校２年生
４名　同行職員　５名
平成２９年度
中学２年生１２名　同行職員７名
平成３０年度
中学２年生１２名　同行職員６名

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

49-1．職場にお
ける男女平等意
識の啓発　（１）
男女平等の意識
啓発

商工課 実施した

国及び県等からのチラシを窓口に掲示し，男女平等に関する情報を提供した。

【設置チラシ】
タイトル
　『労働条件に関する問題解決の第一歩』
　『一歩から。社員いきいき！元気な会社宣言企業募集』

必要な人に必要な情報を提供で
きた。
より多くの人に情報を提供できる
よう周知方法を検討する

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

50．市職員への
意識啓発

職員課 実施した

・子育てや家族介護に関する休暇・給付制度等の資料の作成，周知を図った。
・火曜日及び木曜日の終業時間に庁内放送を実施し，時間外勤務の抑制やワーク・
ライフ・バランスの大切さを呼びかけた。

・子育て等に係る有給休暇の充
実を図ったが，年次有給休暇の
取得率が目標通り増えていない。
・庁内放送の実施により，時間外
勤務の抑制が図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

②　男女
共同参画
推進のた
めの相談
機関等の
情報提供

51．相談機関等
の情報提供

商工課 実施した

市ホームページ，国及び県等からのチラシを窓口に掲示し，企業等に対して男女平
等への認識を深めるための情報を提供した。

【設置チラシ】
タイトル
　『女性活躍推進法への対応はお済みですか？』
　『認定マーク「えるぼし」を取得して，優秀な人材を確保』
　『働きながらお母さん・お父さんになる皆様へ』

必要な人に必要な情報を提供で
きた。
より多くの人に情報を提供できる
よう周知方法を検討する。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

52．家族経営協
定の締結促進

農政課 実施した

女性や後継者等が果たす役割を適正に評価し，積極的に経営に参画できるよう，県
等と連携を図りながら家族経営協定の締結を促進した。
・家族経営協定締結数
　３０年度　２８件，２９年度　２８件，２８年度　２８件

家族経営協定の締結数は変わら
なかったが，次年度以降の締結
に向け，県等の関係機関と連携
して支援することができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

53-1．講座の開
催　（１）女性農
業従事者を対象
とした講座等の
開催

農政課 実施した

やちよ農業交流センターにて，女性農業従事者を対象として実施している「やちよ農と
食の学び舎」で講習及び視察を行った。
・（視察）参加者数　３０年度　１６人，２９年度　１８人
・麹を使った料理研修　３０年度　１０人
・野菜作りの基本について講義　３０年度　８人
・旬の野菜の料理研修　３０年度　６人
・少量の麹作り　３０年度　１０人
・揚げ芋作り　３０年度　７人
・スティック芋作り　３０年度　９人
・麹作り　３０年度　１２人（５回）
・味噌作り　３０年度　１８人（２回）
・干し芋作り研修　３０年度　４人
・これからの野菜作り講義　３０年度　１４人
・色彩を学ぶ講義　３０年度　１５人

女性農業従事者の意識啓発と就
労支援につながった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

54-1．女性リー
ダーの育成
（１）女性指導農
業士及び農業士
等の育成

農政課 実施した

・新たな女性農業士・指導農業士の認証に向け，県との協議により対象者等の検討
を行った。
・農業後継者の育成活動及び農業者の社会的評価の向上活動を行っている八千代
市農業士等協会の視察研修会，情報交換会の場で県と協力し意識啓発を行った。
・八千代市農業士等協会役員数　　　　　　・指導農業士数
　３０年度　男　５人・女　１人　　　　　　　　　　３０年度　男　１５人・女　２人
　２９年度　男　５人・女　１人　　　　　　　　　　２９年度　男　１５人・女　２人
　２８年度　男　４人・女　２人　　　　　　　　　　２８年度　男　１５人・女　２人
・農業士数
　３０年度　男　１４人・女　３人
　２９年度　男　１２人・女　３人
　２８年度　男　１２人・女　３人

前年度に引き続き女性が監事を
務めることとなった。今後女性農
業士及び女性指導農業士を増や
すよう県と協議を進めていく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

Ⅱ　共につくりだす
３　国際社会への理解と交流の推進

（２）　国際
交流の推
進

②　交流
機会の充
実

Ⅲ　自分らしく生きる
１　働く場における男女共同参画

①　企業・
団体・公
的機関及
びその従
業員に対
する意識
の啓発

（１）　職場
における
意識啓発
と就労支
援

③　農業
に従事す
る女性の
地位向上
のための
意識づくり

8



【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

54-2．女性リー
ダーの育成
（２）女性農業者
団体への支援

農政課 実施した

若手女性農業者組織のＪＡ八千代市フレッシュミズ・アンシャンテ倶楽部の活動に対し
て県と連携し，同倶楽部からの依頼に応じて講習会等に参加した。
・同倶楽部総会出席回数
　３０年度　１回，２９年度　１回，２８年度　１回
・同倶楽部視察研修同行回数
　３０年度　 ０回，２９年度　１回，２８年度　１回
・同倶楽部講習会等参加回数
　３０年度　１回，２９年度  １回
※指標の表記は昨年度は「総会実施回数」「視察研修実施回数」「料理研修実施回
数」であったが，市の主催ではないため表記を上記のとおり改めた。また，料理研修
はH３０年度は寄せ植え講習会だったため，表記を改めた。

県と連携してサポートを行い，女
性農業者の専門知識の向上，意
識啓発につなげることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

55．農業部門に
おける政策や方
針決定の場への
女性の登用促進

農政課 実施した

２８年度から２９年度に八千代市農業士等協会の会長が女性から男性に交代したこと
に伴い，会長の任期が２年間であることから，３０年度も引き続き農業政策の諮問機
関である八千代市農政審議会の女性委員の割合が２割となった。

・八千代市農政審議会委員数（男・女）
　３０年度　男　８人・女　２人
　２９年度　男　８人・女　２人
　２８年度　男　７人・女　３人

女性委員の割合が下がってし
まったが，引き続き女性のみの推
薦枠を確保し，女性委員割合目
標値の３５％を目指していきた
い。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

56．パンフレット
等による情報提
供

商工課 実施した

国及び県等からのチラシを窓口に掲示し，情報を提供した。

【設置チラシ】
タイトル
　『働きながらお母さん・お父さんになるみなさまへ』
　『保育園などに入れない場合，２歳まで育児休業が取れるようになります！』

必要な人に必要な情報を提供で
きた。
より多くの人に情報を提供できる
よう周知方法を検討する。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

57．消防本部に
おける女性の職
域拡大

消防総務
課

実施した

・消防職員採用説明会を実施し，女性職員の募集を図った。
　H３０年度（男４７人・女１人）
　H２９年度（男５１人・女４人）
　H２８年度（男３１人・女２人）
・消防職員採用に伴う学校訪問を行い，女性職員の募集啓発を行った。
　H３０年度（大学１１校・高校１１校・専門１校）
　H２９年度（大学１３校・高校１３校・専門１校）

消防職員採用試験において，女
性１名が受験し１名の職員を採
用。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

58．シルバー人
材センターへの
支援

長寿支援
課

実施した

就労意欲のある高齢者の社会参加を促進するため，運営費の補助等により，シル
バー人材センターの運営を支援した。
・会員数（男女）
　３０年度　男５１８人・女１１３人
　２９年度　男５１５人・女９８人
　２８年度　男５４４人・女１０４人
・年間就業者数（男女）
　３０年度　男４６８人・女９０人
　２９年度　男４９４人・女８０人
　２８年度　男５１０人・女８２人

・運営費の補助をすることにより，
本人の希望を尊重して男女の区
別なく，就労の機会及び社会参
加を促進することができた。
・６５歳定年時代を迎え高齢者雇
用が推進される中，シルバー人
材センターの会員数については，
会員数の拡大に向けた取り組み
が課題となっている。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

②　職業
に関する
相談・情
報提供機
能の充実

59．職業相談．
情報提供の実施

商工課 実施した

・就業支援として，国の機関である地域職業相談室の維持に努めた。
・ハローワークとの共催で，企業と求職者の個別面談の機会を設ける『八千代市地域
職業相談室ミニ面接会』を実施した。
相談件数 (件)
  ２８年度    ２９年度    ３０年度
　５，６６４     ７，５１２     ６，５８２
八千代市地域職業相談室ミニ面接会  (回)
  ２８年度 　 ２９年度    ３０年度
 　１１２             １      　 　  ２

職業に関する相談及び情報提供
機能の充実に繋がっている。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

60．技術講習会
への参加の啓発

商工課 実施した

国及び県等からのチラシを窓口に掲示し，企業及び労働者に対して情報を提供した。

【設置チラシ】
タイトル
　『再就職・キャリアアップを目指す女性を応援します』

必要な人に必要な情報を提供で
きた。
より多くの人に情報を提供できる
よう周知方法を検討する。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

61．女性の就労
支援

男女共同
参画セン
ター

実施した

女性を対象にした各種講座を開催した。
・千葉県よろず支援拠点・商工課と協力して，起業支援講座を開催。
「女性のための創業セミナー１好きを仕事に！～未来を描く創業セミナー」
９月２０日㈭
　参加人数　H３０　２２人，H２９　２０人，H２８　２３人
「女性のための創業セミナー２伝わるチラシのつくりかた」
１０月４日㈭
参加人数　H３０　２４人（H２９実施なし）
・税理士による扶養控除・確定申告講座を開催し，扶養を出て働いた場合の税制上
の知識を提供することで，就労意欲を持つきっかけにつなげた。
６月２９日㈮
　参加人数　H３０　３０人（H２９実施なし）
・家庭と両立させるキャリアプランの立て方，応募書類の書き方などについて学ぶ講
座を実施。
７月５日㈭・６日㈮
　参加延べ人数
　H３０　３５人（保育４人），H２９　人（保育５人），H２８  ２１人（保育１人）
・祖父母を対象に孫との関わり方の講座を開催することで，女性の就労支援の手助
けとなるようにした。孫育講座「これから孫を預かる人へ」
２月２０日㈬
　参加人数
　H３０　１３人，H２９  １６人（H２８実施なし）

女性の経済的自立に繋がってい
る。

積極的な
推進が見
られた

（１）　職場
における意
識啓発と就
労支援

③　農業に
従事する女
性の地位
向上のた
めの意識
づくり

①　男女
の職域拡
大

Ⅲ　自分らしく生きる
１　働く場における男女共同参画

（２）　就労
による経
済的自立
の支援

③　女性
の生涯を
通じた能
力開発支
援
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

（２）　就労
による経
済的自立
の支援

③　女性
の生涯を
通じた能
力開発支
援

62．市職員の人
員の配置

職員課 実施した

職場において，女性と男性が均等な機会を与えられ，女性の意欲と能力を十分に発
揮することを配慮した人員の配置を行った。性別の区別なく，個々の能力により主査
相当職や副主幹相当職への昇格を行った。
平成３１年４月１日現在女性副主幹相当職人数（１２５人）
単位　　２８年度　　２９年度　　３０年度
　　人　　　　５９　　　　４２　　　　３８
平成３１年４月１日現在女性主査相当職人数（総数２３９人）
単位　　２８年度　　２９年度　　３０年度
    人　　　　９８　　　　８４　　　　７７

部局により，男女比のばらつきが
発生している。また，産休・育休
者への対応が課題となっている。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

男女共同
参画課

実施した
「男女共同参画だより　やちよぺあ」№３７に，育児・介護休業法の改正内容や，男性
の育児休業取得に関する内容を掲載し，「男女共同参画社会形成に向けた事業所調
査」と同封して市内事業所に送付した。

市内事業所への情報提供ができ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

商工課 実施した

国及び県等からのチラシを窓口に掲示し，育児休業制度等の情報を提供した。

【設置チラシ】
タイトル
　『働きながらお母さん・お父さんになる皆様へ』
　『保育園などに入れない場合，２歳まで育児休業が取れるようになります！』
　『パパの育児休業を応援します』

必要な人に必要な情報を提供で
きた。
より多くの人に情報を提供できる
よう周知方法を検討する。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

男女共同
参画課

実施した
「男女共同参画だより　やちよぺあ」№３７に，女性活躍推進に関する内容を掲載し，
「男女共同参画社会形成に向けた事業所調査」と同封して市内事業所に送付した。

女性も含め，誰もがワークライフ
バランスが取れるような職場づく
りに向けた意識啓発ができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

商工課 実施した

・国及び県等からのチラシを窓口に掲示し，ワークライフバランスに関する情報を提供
した。
・船橋市との共催で，ワークライフバランスに関する『事業者向け雇用対策セミナー』
を実施した。
【設置チラシ】
タイトル
　『働き方改革を支援します』
　『働き方改革関連法に関するハンドブック』
　『一歩から。社員いきいき！元気な会社宣言企業募集』
　労働講演会（回）　２８年度　２９年度　３０年度
　０　　　　　　　　　　　　　０　　　　 　１　　　　　１

・来庁者に対して，国及び県等の
情報を提供できた。
・他市と連携し，ワークライフバラ
ンスに関する意識啓発を図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

男女共同
参画課

実施した
「男女共同参画だより　やちよぺあ」№３７に，マタニティハラスメント防止に関する内
容を掲載し，「男女共同参画社会形成に向けた事業所調査」と同封して市内事業所に
送付した。

市内事業所への情報提供ができ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

商工課 実施した

国及び県等からのパンフレットを窓口に掲示し，企業及び労働者に対して母性保護に
関する情報を提供した。

【設置パンフレット】
タイトル
　『こんなときは労働委員会をご利用ください』
  『会社がつくる保育園　新たな助成制度がはじまります』

来庁者に対して，国及び県等の
情報を提供できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

66-1．子育て体
験学習の推進
（１）パパとママ
の子育て教室

母子保健
課

実施した

夫婦で子育てをする意識を啓発するために，沐浴実習やパパ同士・ママ同士の座談
会をメインとした子育て教室を開催した。
・開催回数
　３０年度　１２回
　２９年度　１２回
　２８年度　１２回
・参加者数
　３０年度　パパ　２３９人　ママ　２４８人
　２９年度　パパ　２２６人　ママ　２３４人
　２８年度　パパ　２１６人　ママ　２２０人
・赤ちゃんと生活するイメージができた人の割合
　３０年度　パパ　９７.５％　ママ　９９.６％
　２９年度　パパ　９６.５％　ママ　９８.７％
　２８年度　パパ　９５.４％　ママ　９９.５％
・赤ちゃんのお世話の方法がイメージできた人の割合
　３０年度　パパ　９８.７％　ママ　１００％
　２９年度　パパ　９８.７％　ママ　１００％
　２８年度　パパ　９８.１％　ママ　９９.５％
・夫婦で協力して子育てする大切さを感じた人の割合
　３０年度　パパ　９８.３％　ママ　９９.６％
　２９年度　パパ　９９.６％　ママ　９８.７％
　２８年度　パパ　９９.１％　ママ　９８.２％

事業後の参加者アンケートより，
家事・育児への共同参画意識を
啓発する機会となっており，概ね
目標を達成できたと考える。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

67．男性のため
の講座等の実施

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した
１八千代台公民館「基礎から始める男の料理教室」（全３回）延べ参加人数　３０人
２緑が丘公民館「男の料理教室」参加人数　８人

家事を男女問わず行うことへの
意識作りと共に，男性が料理を通
し家事を身に付け，家事への男
性参加の促進をしていきたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（２）　介護
への共同
参画

①　介護
への意識
啓発と学
習機会の
充実

68．家族介護者
支援の実施

健康づくり
課

実施した

家族介護者の介護負担の軽減を目的に当課では下記の３事業を開催した。
１）「身体に負担をかけないための介護について学ぶ講座」
　平成３０年度：１回，参加者数：３４人（男：４人，女：３０人）
　平成２９年度：１回，参加者数：３０人（男：３人，女：２７人）
　平成２８年度：１回，参加者数：２８人（男：４人，女：２４人）
２）介護をする家族のための交流会
　平成３０年度：１回，参加者数：７人（男：２人，女:５人）
　平成２９年度：１回，参加者数：１０人（男：３人，女：７人）
　平成２８年度：１回，参加者数：８人（男：４人，女：４人）
３）口腔ケア研修会
　平成３０年度：１回，参加者数：３４人（男：７人，女：２７人）
　平成２９年度：１回，参加者数：３０人（男：５人，女：２５人）

当市における要介護認定者数は
増加傾向にあり，これに伴って家
族介護者も増加していると推察さ
れる。当課の取り組みは，介護を
１人で抱え込まないためにも必要
な取り組みであると考える。今後
も男女ともに介護について学ぶ
機会を提供できるよう取り組む。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

Ⅲ　自分らしく生きる
１　働く場における男女共同参画

（１）　家
事・育児
への共同
参画

①　家事・
育児への
意識啓発
と学習機
会の充実

（３）　多様
な働き方
への支援

①　育児・
介護休暇
等制度，
再雇用特
別措置等
の啓発

②　労働
時間短縮
の啓発

③　企業・
事業主に
対する母
性保護の
啓発

２　家庭における男女共同参画

63．子育て，介
護と仕事との両
立のための制度
等の周知

64．労働時間短
縮に関する情報
提供

65．母性保護に
関する啓発活動
の実施
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

（２）　介護
への共同
参画

①　介護
への意識
啓発と学
習機会の
充実

69．高齢者の介
護や虐待に関す
る講座の実施

長寿支援
課（地域包
括支援セ
ンター）

実施した

認知症サポーター養成講座や，高齢者福祉に関する講座（まちづくりふれあい講座・
高齢者の身近な相談窓口の紹介等）を行った。
・認知症サポーター養成講座（まちづくりふれあい講座で実施した分含む）
　H３０年度：２５回
　　延べ７８６人（うち，大和田地域包括支援センター６回延べ２２９人）
　H２９年度：２５回
　　延べ６５６人（うち，大和田地域包括支援センター９回延べ３２５人）
　H２８年度：２１回
　　延べ５９１人（うち，大和田地域包括支援センター８回延べ２７５人）
・高齢者福祉に関する講座（まちづくりふれあい講座）
　H３０年度：５回
　　延べ２０６人（うち，「認知症サポーター養成講座」実施２回延べ７１人【再掲】）
　H２９年度：１０回
　　延べ２８４人（うち，「認知症サポーター養成講座」実施５回延べ１１９人【再掲】）
　H２８年度：７回
　　延べ２３１人（うち，「認知症サポーター養成講座」実施２回延べ７９人【再掲】）

男女の別なく，認知症の方への
対応や高齢者福祉等に関する学
習の機会が提供できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

70-1 ．生涯学習
活動の推進
（１）まちづくりふ
れあい講座

生涯学習
振興課

実施した
市民等が主催する集会等に市職員が講師として出向き，市政の説明や専門知識を
生かした講座を行うことで，市民の学習活動を支援した。また講座一覧を掲載したパ
ンフレットを作成し，配布及び市ホームページにて周知を図った。

市民に学習機会の情報を提供で
きた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

71．講座等の開
催やグループ活
動への支援

男女共同
参画セン
ター

実施した
・登録団体への施設貸出や情報提供を行った。
・支援団体の広報紙などをセンター内に配架した。
・女性学講座を支援団体「らいてうの会」との共催で行った。

男女共同参画に関する学習機会
を充実させることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

71-1．講座等の
開催やグループ
活動への支援
（１）市民文化祭
の開催，文化団
体活動の支援

文化・ス
ポーツ課

実施した

　市内を中心に活動する文化団体・２１団体，市内学校・５校，各公民館・９館を中心
に３５団体による市民文化祭を開催した。
　　　　　平成３０年度　　　　平成２９年度　　　　平成２８年度
参加者　　１０，６０８人　　　　　１０，３９４人　　　　　１１，７２７人
参観者　　３７，９９６人　　　　　４０，５４８人　　　　　４１，６４２人

過去２年間と比較すると，参加者
数は若干増加しているが，参観
者数は減少している。参加者数
や参加団体の募集活動に努める
等，参加者数等を増やすための
工夫をしていく必要がある。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

71-2．講座等の
開催やグループ
活動への支援
（２）講座等の開
催，サークルの
支援

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

１主催講座の開催　２０７講座　参加延べ人数　９，８１８人
２公民館まつりの実施　来場者総数　７，４０５人
３登録サークルの支援　サークル数　３４８サークル
　会員数　５，３５２人　　利用延べ人数　９６，５９６人

学習機会の整備・充実が図れ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

72．図書館ネット
ワークの活用

生涯学習
振興課（図
書館）

実施した
図書館ネットワークにより，中央図書館を中心として資料・情報の共有化を図り，利用
者に向けた情報提供及び情報発信に努めた。

学習機会の整備・拡充が図れ
た。今後も利用者のニーズに応じ
られるよう，ネットワークの活用を
行っていく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

子ども保
育課（子ど
も支援セ
ンターす
てっぷ21）

実施した

地域子育て支援センター及び子ども支援センターすてっぷ２１大和田・勝田台におけ
る講座開催時等に地域ボランティアの協力により一時保育を実施し，子ども連れでの
参加がしやすい環境整備を行った。
・「みんなで食育」開催実績
　H３０　２２回実施　参加者１６９人
　（保育人数　１１６人，ボランティア　５８人）
　H２９　３１回実施参加者３２６人
　（保育人数１７７人，ボランティア５６人）
・子育てワークショップ「おしゃべり広場」開催実績
　H３０　１５回実施　参加者６３人
　（保育人数　７６人，ボランティ　５７人）
　H２９　２２回実施　参加者９８人
　（保育人数１１５人，ボランティア８７人）

講座開催時等における一時保育
の実施により，子連れでも参加し
やすい環境整備の推進を図るこ
とができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

男女共同
参画セン
ター

実施した

下記の講座の実施時に，一時保育を準備した。
・子育て世代のライフ＆マネープラン
　６月９日㈯　参加者　２３人，保育　５人
・女性活躍応援セミナー（全３回）
　６月２９日㈮，７月５日㈭・６日㈮　延べ参加者数　６５人，保育　８人
・女性のための創業セミナー（全２回）
　９月２０日㈭，１０月４日㈭　延べ参加者数　４６人，保育７人

子ども連れでも講座に参加できる
環境を整備できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

家庭教育講座や親子学級を実施する際，保育士を依頼して一時保育を行ったり，職
員及び臨時的任用職員が子どもの世話をするなど，保護者が安心して参加できるよ
うに学習機会の充実に努めた。また，親子で参加できる主催講座を企画し，親子のコ
ミュニケーションの充実を図った。
　H２８一時保育の人数　男２名・女３名
　H２９一時保育の人数　０名
　H３０一時保育の人数　０名

子ども連れでも学習できる機会を
提供できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

生涯学習
振興課（図
書館）

実施した

・はじめての絵本コーナーを充実させ，赤ちゃん向けの絵本選びがしやすい環境を整
えた。
・保護者向けの子育ての本を集めた子育てコーナーを充実させ，子ども連れで利用し
やすい環境を整えた。

子ども連れでも利用しやすい環
境を整備した。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

73-1．子ども連
れで行くことがで
きる施設の整
備，活用　（１）図
書館における児
童サービスの充
実，利用促進

生涯学習
振興課（図
書館）

実施した
・０～１歳向け，２～３歳向け，４歳以上向け等年齢に応じたおはなし会を開催した。
・児童向けのイベントを各館で開催した。（図書館クイズ，映画会等）

子ども連れで行ける施設の活用
が図れた。今後も対象者に合わ
せたサービスを実施していきた
い。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

３　多様な生き方を選ぶための条件の整備

Ⅲ　自分らしく生きる
２　家庭における男女共同参画

（１）　生涯
にわたる
学習機会
の整備

①　学習
機会の整
備・拡充

②　子ども
連れで行
くことがで
きる施設
の整備

73．子ども連れ
で行くことができ
る施設の整備，
活用
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

74-1．高齢者の
生きがい対策の
充実　（１）単位
老人クラブ，長
寿会連合会の運
営費補助

長寿支援
課

実施した

老人クラブの健全な発展を図るため，老人クラブ及び長寿会連合会への補助金を交
付した。
補助金
・単位老人クラブ分　４，３４１，０００円
・長寿会連合会分　２，９９２，０００円
・会員数
　３０年度　男　１，１４８人　女　１，７０１人
　２９年度　男　１，１６８人　女　１，６４５人
　２８年度　男　１，１５６人　女　１，７５３人

　高齢者の社会参加と生きがい
対策の充実を図ることができた。
新規会員の獲得が課題である。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

74-2．高齢者の
生きがい対策の
充実　（２）連合
会主催事業運営
協力

長寿支援
課

実施した
　八千代市長寿会連合会主催の各事業の運営に対し，求めに応じて協力している。
今年度は八千代市長寿会連合会主催の各イベントに出席した。

　今後も要望があれば対応してい
く。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

74-3．高齢者の
生きがい対策の
充実　（３）ふれ
あい大学校運営

長寿支援
課

実施した

　一般教養コース及び健康福祉コースにて延べ年間５２回の授業を提供し，１５４人の
卒業生を輩出した。
卒業生数
　一般教養コース計７４人（男：３２人・女：４２人）
　健康福祉コース計８０人（男：３０人・女：５０人）

　高齢者が新しい知識と教養を身
につけるとともに広く仲間づくりを
図り，高齢者の文化的活動等へ
の参加を促進し，高齢者の生き
がい対策の充実を図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

74-4．高齢者の
生きがい対策の
充実　（４）高齢
者学習グループ
支援，育成

生涯学習
振興課

実施した
市内在住の２０人以上の６０歳以上の方で構成するグループを高齢者学習グループ
として登録し，学習活動に活用していただくために，まちづくりふれあい講座のパンフ
レットの送付等を行い，学習活動の支援を行った。

高齢者学習グループの学習活動
を支援することができた。周知方
法について検討したい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

75-1．ボランティ
アの指導力の活
用　（１）ふれあ
い教室

生涯学習
振興課

実施した
わら工芸，紙工芸，折り紙，囲碁，菊づくり，日本の伝統文化と江戸しぐさ，長寿会交
流（昔遊び）の７つのボランティア団体を，市内の小・中学校や学童保育所，幼稚園，
保育園等に派遣し，世代間や地域間での交流の場を提供した。

世代間や地域間での交流の場を
提供し，地域活動への参加推進
や学習機会の充実に繋がった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

75-2．ボランティ
アの指導力の活
用　（２）伝承文
化支援活動

文化・ス
ポーツ課
（文化伝承
館）

実施した

「ゆいの会」などのボランティア団体に協力してもらい，下記の事業を行った。
「昔遊び事業」竹とんぼ，ベーゴマ，けん玉など昭和期の昔懐かしい遊びを体験しても
らい，次世代へ継承していく。５・１０・３月に伝承館で実施。その他，市川学園八千代
台幼稚園などのへ支援も行った。
　延べ参加人数
　H２８:１２０人
　H２９:１１８人
　H３０:１３３人
「物づくり事業」昔懐かしい遊び道具などの作り方を習得する。H３０年度は兜，水鉄
砲，竹細工，正月飾り，凧，お雛さまを作成した。
　延べ参加人数
　H２８:１０１人
　H２９:１９３人
　H３０:２４３人
「昔遊び」と「物づくり事業」のボランティアスタッフは「ゆいの会」。
　H２８年２４人（男９，女１５）
　H２９年１３人（男３，女１０）
　H３０年２１人（男５，女１６）
「紙芝居と昔話の会」
八千代市の昔話を素材として館が作成した紙芝居を見たり，絵本の昔話を聞いたり，
読んだりする。毎月第１・３水曜日に開催。
　延べ参加人数
　H２８年３８８人
　H２９年３２４人
　H３０年４４９人　ボランティアスタッフは４人（男２，女２）

それぞれの事業への参加者が，
前年度までに比べて増加してお
り，事業の周知・事業への理解が
進み，学びを通した心のふれ合
いを図ることができた。課題は，
ボランティアスタッフの高齢化と
会員数の減少。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

76-1．学習成果
発表の場の提供
（１）市民文化祭
の開催

文化・ス
ポーツ課

実施した

市民文化祭のポスターを１，０００部を作成するとともに，リーフレットを２，５００部作成
した。また，広報やちよ・ホームページへの記事の掲載と合わせ，やちよイベント情報
メールを配信し，広報活動に努めた。また，ポスターを見て興味を持っていただいた人
にリーフレットを配布した。

学習の成果を活かす機会を提供
でき，生きがいにつながってい
る。また，周知を積極的に行い，
参加者を増加させる。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

76-2．学習成果
発表の場の提供
（２）公民館まつ
りの開催

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

公民館まつりは，それぞれのサークルが普段の学習の成果を発表し，その成果を地
域に還元することを目的としている。各公民館，サークル連絡会との共催で開催する
ことができた。
　参加サークル数　３３４サークル

学習の成果を活かす機会が提供
でき，生きがいにつながってい
る。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

77-1．学習成果
の活用　（１）ス
ポーツ指導員認
定講習会

文化・ス
ポーツ課

実施した

各種スポーツのスポーツ指導員養成を目的とする講習会を開催した。
実施日：平成３１年２月２日，９日
会　場：総合生涯学習プラザ多目的ホール
内　容：１　スポーツフォーラム「やる気を科学する」
　　　　　２　スポーツセミナー「パラスポーツを体験しよう」
参加者数：平成３０年度　１９３人
　　　　　　　平成２９年度　２０７人
　　　　　　　平成２８年度　１８３人

スポーツを指導するうえで必要と
なる知識を取得し，本市のスポー
ツ指導員の資質が向上すること
により，スポーツに関わる一人ひ
とりの生きがいや，地域活動に寄
与している。
この講習会の新規参加者は，少
年野球とミニバスケットボールの
２種目からの参加者が多いが，
子どもの成長とともに指導者も入
れ替わるため，指導員としての定
着率が低くなっていることや，毎
年参加している更新希望者の高
齢化が進んでいることが課題と
なっている。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

77-2．学習成果
の活用　（２）青
少年団体指導者
養成講座の開催

青少年課 実施した

青少年団体指導者養成講座「友・遊・カレッジ」全５回を開催した。平成２９年度から，
働いている人達も受講しやすいように，開催日を木曜日から土曜日に変更した。青少
年健全育成に必要な知識と技術を身に付けることを支援し，青少年団体の指導者と
しての資質向上につなげた。

消耗品の提供や備品の貸出及び
指導者の講習会・研修会の実施
により，子どもたちが地域のボラ
ンティアの指導のもと，生活・社
会・自然等の様々な体験ができる
ような場や機会を提供した。
また，それぞれの団体がもつ知
識や情報を共有する場を設ける
等の連携強化に努めた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

①　地域
活動への
参加の促
進

Ⅲ　自分らしく生きる
３　多様な生き方を選ぶための条件の整備

（２）　生き
がい対策
の推進

②　学習
の成果を
いかす機
会の提供
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧
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視点から
の評価

（２）　生き
がい対策
の推進

②　学習
の成果を
いかす機
会の提供

77-3．学習成果
の活用　（３）縄
文土器づくり講
座，竹細工講
座，篆刻(てんこ
く)講座の開催

教育総務
課（郷土博
物館）

実施した

・縄文土器づくり講座：八千代土器づくり同好会と連携して実施。受講生の作品も出品
した「縄文土器づくり講座作品展」を併せて開催。
  見学者１，３１５名
　受講生数　３０年度　４７人，２９年度　１７人，２８年度　５６人
・竹細工講座：竹細工同好会と連携して実施。会員の作品を展示した「竹細工講座作
品展」を併せて開催。
　見学者１，２６３名
　受講生数　３０年度　４０人，２９年度　２２人，２８年度　２９人
・篆刻講座：篆刻同好会と連携して実施。会員の作品を展示した「篆刻講座作品展」を
併せて開催。
　見学者３９３名
　受講生数　３０年度　３０人，２９年度　３８人，２８年度　３１人

　それぞれの講座受講生を中心
として同好会が組織され，博物館
との連携を深め，博物館主催講
座の講師として，また同好会会員
による年度活動の成果披露の場
としての作品展も充実してきてい
る。学習成果を生かす機会の提
供ができ，事業の推進が図れた。
３０年度も，博物館主催講座の受
講生の中には，同好会に入会し
た者もおり，地域活動の拡大支
援も充実している。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

①　男性
の日常生
活支援

78．男性のため
の講座等の実施

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

・高齢者学級　８講座
　参加者数　１５８人（うち男性の参加者数　３０人）
・八千代台公民館（男性限定）「基礎から始める男の料理教室」
　参加者数　１１人
・緑が丘公民館（男性限定）「男の料理教室」
　参加者数　８人

日常生活における，男性の多様
な生き方への条件整備につなげ
たい。また，地域においての仲間
づくりの一助としたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

②　男性
の参画が
少ない分
野への参
画推進

79．男性の多様
な分野への参画
の支援

男女共同
参画セン
ター

実施した

・男性を対象に，家事や上手なコミュケーションの取り方，地域の施設めぐりなど様々
な学習をする講座を実施。
「男の雑学塾（全６回）」９月２８日㈮，１０月１２日㈮・２６日㈮，１１月８日㈮・３０日㈮，
１２月１２日㈬
　延べ参加人数　H３０　１２６人，H２９　１２６人，H２８　６１人

男性の参画が少ない家事の基本
的な技術の習得を図り，地域で
の仲間作りの支援と地域活動へ
の参画意識の啓発を行った。

積極的な
推進が見
られた

80．地域組織活
動の支援

健康づくり
課

実施した

・やちよ元気体操の普及と住民主体の健康づくりを推進する人材を育成するため「や
ちよ元気体操応援隊（以下，応援隊）養成講座」を実施。また，応援隊が実施する体
操グループに対し活動支援を行った。
数値実績：応援隊の登録数／体操グループ数
　H３０：５１３人（男７１ 女４４２）／９０グループ
　H２９：４２３人／７５グループ
　H２８：３８２人／６５グループ
・食をきっかけとした住民主体の健康づくりを推進した。低栄養予防と男性の地域活
動促進を目的に料理経験が少ない高齢男性を対象とした「男の料理塾　全６回」をH２
９年度より開催し，卒塾生による自主グループが発足するように働きかけた。
数値実績：男の料理塾の卒塾生による自主グループ数
　H３０：２グループ
　H２９：１グループ

・応援隊養成講座の実施と体操
グループへの活動支援により，応
援隊の登録者数や体操グループ
は増加した。その成果は参加者
の筋力や体力が向上するだけで
はなく，住民同士の交流や生きが
いづくりにも繋がっており，今後も
体操グループが少ない地域への
働きかけを行う。
・食をきっかけとした住民主体の
健康づくりについては，男の料理
塾を経て自主グループを発足さ
せることができた。しかし，これま
では保健センターのみで開催して
いた為，３年目となる令和元年度
は公民館と共同開催し，公民館
で自主グループが発足できるよう
働きかける。

積極的な
推進が見
られた

81-1．スポー
ツ，レクリエー
ション事業の実
施　（１）市民体
力テスト

文化・ス
ポーツ課

実施した

実施日：平成３０年６月１６日（土）
会場：八千代総合運動公園市民体育館
目的：自分自身の体力・運動能力の現状を明らかにするとともに，体育・スポーツの
　　　指導と行政上の基礎資料を得る。
⑴　体力テスト会
　１　６４歳以下：握力，上体おこし，長座体前屈，反復横とび，
　　　　　　　　　　　立ち幅跳び，２０ｍシャトルラン
　２　６５歳以上：握力，上体おこし，長座体前屈，開眼片足立ち，
　　　　　　　　　　　１０ｍ障害物歩行，６分間歩行
⑵　ロコモ度テスト会　　立ち上がり，２ステップ
　※　２０歳以上

　体力テストを実施することによ
り，市民の健康や体力の維持増
進についての意識が高まり，健康
づくりに取り組むきっかけ作りが
出来た。今後は，広報活動を積
極的に行うことで参加者の更なる
増加を図っていきたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

81-2．スポー
ツ，レクリエー
ション事業の実
施　（２）市民レク
リエーション大会

文化・ス
ポーツ課

実施した

実施期間：平成３０年１０月２日　～　平成３０年１１月２０日
実施場所：総合運動公園市民体育館，多目的広場，総合生涯学習プラザ，オスカー
パークゴルフ公園等
実施種目：グラウンドゴルフ，インディアカ，ターゲットバードゴルフ，レクダンス，地域
散策，パークゴルフ 　レクリエーション活動を通じて，

生涯スポーツ・生涯学習の振興と
地域レクリエーション活動の活性
化を図った。
　新規に参加した市民を定期的な
生涯スポーツ活動に勧誘する等
の積極的な取り組みもみられる
が，参加者が固定してしまってい
ることが課題点と考えられる。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

81-3．スポー
ツ，レクリエー
ション事業の実
施　（３）ニューリ
バーロードレー
スin八千代

文化・ス
ポーツ課

実施した

　本大会は，競技力の向上，住民の体育・スポーツ意識の高揚と健康の増進，体力
向上を図るとともに，スポーツイベントによる地域の振興・活性化と市民並びに参加者
の親睦と融和を図ることを目的に開催している。一人ひとりの体力に合わせ気軽に参
加できるよう，レース種目（距離）と部門（年齢・性別）を多く設定している。
・実施日：平成３０年１２月２日（日）
・会　場：八千代総合運動公園多目的広場（メイン会場）
・参加者数： 平成３０年度　４，４８４人
　　　　　　　　平成２９年度　５，４６１人
　　　　　　　　平成２８年度　５，０８２人

　参加者の１人ひとりが自分の
ペースで走れること，また，ゴー
ルした達成感を得ることで，体力
の維持増進の関心を高めること
が出来た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

Ⅲ　自分らしく生きる
３　多様な生き方を選ぶための条件の整備

Ⅳ　健やかに暮らす
１　生涯にわたる心と体の健康づくりの推進

（３）　男性
の多様な
生き方へ
の条件整
備

（１）　健康
づくりの充
実

①　市民
が主体的
に健康づ
くりに取り
組むシス
テムづくり

男 女 計

平成３０年度 17 19 36 30

平成２９年度 28 28 56 27
平成２８年度 29 24 53 15

参 加 者 数
スタッフ数

大会名 平成30年度 平成28年度平成29年度

グラウンドゴルフ大会 参加者数 136 155128

インディアカ大会 参加者数 230 270245

ターゲットバードゴルフ大会 参加者数 22 1922

レクダンス大会 参加者数 44 5351

やちよ歩こう会 参加者数 27 2528

パークゴルフ大会 参加者数 44 3632
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

81-4．スポー
ツ，レクリエー
ション事業の実
施　（４）ウォーク
ラリー大会

文化・ス
ポーツ課

実施した

家族・友人・知人同士がコマ図を見ながら新旧町並みの歴史や文化に触れ，八千代
中央駅から萱田町や高津を経由して八千代台文化センターに至る全長８．５kmの
コースを親しく和やかに力を合せてゴールを目指した。

実施日　平成３０年１０月２７日（日）
参加者数：平成３０年度　１０２人
　　　　　　　平成２９年度　１６２人
　　　　　　　平成２８年度　１９２人

一人ひとりの体力に合わせ，市
内の様々な景色を眺めながらマ
イペースでウォーキングすること
で，市民の健康及び体力向上の
意識を高めることが出来た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

82．女性の健康
の保持増進対策
の推進

健康づくり
課

実施した

・がん検診のお知らせを健康づくり課の講座や母子保健課主催で実施する講座で周
知した。
・小学生（５･６年），中学生（全学年）の保護者宛てにがん検診の受診勧奨に関するチ
ラシを配布した。また，乳がん検診の対象年齢に該当する人（４１歳）に無料で受けら
れるクーポン券を，子宮がん検診前年度未受診の３０代奇数年齢の人に受診勧奨の
はがきをそれぞれ送付した。
・電話相談・来所相談において，必要に応じて医療機関及び相談窓口として更年期外
来や千葉県の「女性のための相談窓口」等の情報提供を行ったほか，がん集団検診
時にチラシを設置し，相談機関の周知を行った。
１小中学生保護者向けチラシ配布数
　３０年度 ８，７５８件，２９年度８，９０９件，２８年度 ９，０６７件
２乳がん検診クーポン券送付数
　３０年度１，４２１件 ，２９年度１，４３４件，２８年度１，５６３件
３子宮がん検診受診勧奨はがき送付数
　３０年度 ４，４９９件，２９年度４，３８０件，２８年度未実施
４女性の健康に関する相談件数（電話・来所）
　３０年度１６件，２９年度１件，２８年度４件

女性のがん検診の受診勧奨を通
じて，自分の健康に関心を持つこ
とができるよう支援することがで
きた。相談件数が少ないが，適宜
情報提供を行っており，女性の健
康の保持増進対策を推進した。
今後も電話や来所相談等のＰＲ
を行い，周知を図っていく。女性
の健康づくりの推進については，
がん検診の受診率等のデータや
市民からの要望等を考慮し，ニー
ズに応じて内容を検討していく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

83-1．健康診査
の実施　（１）特
定健康診査，特
定保健指導

健康づくり
課

実施した

４０歳以上の八千代市国民健康保険加入者及び生活保護受給者，並びに後期高齢
者医療制度加入者に受診券を個別送付した。その後健診結果から特定保健指導対
象者に利用券を送付した。
・特定健康診査及び健康診査受診券送付数  ・特定保健指導利用券送付
　３０年度　男２４，５８９人　女２９，２４４人          ３０年度　８６７人
　２９年度　男２４，７７０人　女２９，１９７人          ２９年度　８３６人
  ２８年度　男２５，３８７人　女２９，７５８人          ２８年度　８８７人
・特定健康診査及び健康診査受診者数            ・特定保健指導実施者数
　３０年度　男６，９０４人　女８，８３５人             ３０年度　１４２人
　２９年度　男６，５９９人　女８，４４８人             ２９年度　１３３人
  ２８年度　男６，７８６人　女８，４８２人             ２８年度　１３３人 （※３月末現在）

受診率向上対策として，受診券
個別送付，千葉県国民健康保険
団体連合会への支援依頼（電話
による受診勧奨），はがきによる
受診勧奨並びに集団健診を実施
した。平成３０年度は利便性を考
慮して集団健診の実施会場を追
加して対応した。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

83-2．健康診査
の実施　（２）各
種がん検診

健康づくり
課

実施した

がん検診の受診券及び案内を年齢や性別に応じた対象者に個別送付し各種がん検
診を実施した。
厚生労働省の「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業」として，対象者に
クーポン券及びがん検診手帳を送付し，検診に関する知識の普及と受診勧奨を実施
した。
がん検診の精密検査結果未把握者について，八千代医療センター及び一次医療機
関に確認することで精密検査の受診勧奨と結果把握に努めた。
・胃がん検診受診者数　　　　　　　　　　　　・大腸がん検診受診者数
　３０年度　男５，２９９人　女７，６２７人　 　　３０年度　男７，５３６人　女１１，２０３人
　２９年度　男５，２８６人　女７，６５６人　 　　２９年度　男７，２６１人　女１１，０６７人
　２８年度　男６，０８４人　女８，５３０人　 　　２８年度　男７，５０３人　女１１，３３７人
・乳がん検診受診者数（女性のみ）　　　　・子宮頸がん検診受診者数（女性のみ）
　３０年度　７，１２９人                             　 ３０年度　７，５６５人
　２９年度　６，５７４人                              　２９年度　６，８６９人
　２８年度　７，４３０人                              　２８年度　７，５９２人
・肺がん検診受診者数
　３０年度　男８，００１人　女１２，１２７人
　２９年度　男７，７３０人　女１１，８８３人
　２８年度　男７，９５３人　女１２，０１９人

広報，ホームページ，やちよ健康
情報メール，やちよ子育て応援モ
バイルを活用した個別勧奨を行っ
た。小中学校の保護者に対して
チラシの配布を実施した。前年度
と比べ受診率は微増したため，上
記の取り組みを継続していく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

83-3．健康診査
の実施　（３）成
人歯科健康診査

健康づくり
課

実施した

４０歳以上の市民を対象に委託歯科医療機関で成人歯科健康診査を実施。
成人歯科健康診査受診者数
　３０年度 ２，３２７人　 ２９年度 ２，４１５人   ２８年度 ２，５２０人
対象者への受診券送付に合わせて広報やホームページで受診勧奨した。また成人
歯科健康診査受診勧奨チラシを歯科講演会やその他のイベント等で配布した。

前年度と同程度に歯の健康の保
持増進を通じて健康づくりを推進
できた。
受診率が横ばいであることから，
引き続き歯の健康と全身の健康
との関わりを広く周知し，受診率
向上に努める。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

84-1．健康相談
の実施　（１）電
話，来所による
健康相談

健康づくり
課

実施した

電話や来所による相談を実施し，必要に応じ受診勧奨や専門相談機関の紹介等を
行った。
相談内容は，電話・来所とも生活習慣病に関すること，メンタルヘルスに関することが
上位を占めている。
健康相談の窓口については，市広報やホームページへの掲載，健康講座や健康診
査等に参加した市民にチラシを配布するなど継続的に周知している。

電話相談件数
　３０年度 １７２件　 ２９年度 ２２１件 　  ２８年度 ２３８件
来所相談件数
　３０年度   ４８件　 ２９年度   ４７件 　  ２８年度   ５２件

市民の健康についての不安を解
消できるよう相談に対応し，市民
の健康づくりについて支援するこ
とができた。
引き続き，やちよ健康情報メール
等も活用し，周知に努める。
専門機関に関する情報は常に変
化することから，相談者に適切な
情報が提供できるよう情報収集
にも努める。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

84-2．健康相談
の実施　（２）精
神保健福祉相談

障害者支
援課

実施した

メンタルヘルスほっと相談は日常業務で対応が可能なことから廃止した。相談業務の
一環として，関係機関，障害福祉サービス事業所等と連携を図り相談支援を継続して
いる。
・電話相談
　３０年度 １，８１２件，２９年度　２，２２７件，２８年度　２，４４４件
・来所相談
 ３０年度 ３，１８４件，２９年度　３，１８１件，２８年度　２８７１件
・訪問
 ３０年度　   ６６０件，２９年度   　７１６件，２８年度　７３２件

障害を抱えながらも地域で安心し
て生活が送れるよう支援すること
ができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（１）　健康
づくりの充
実

②　健康
診査・健
康相談等
の実施

①　市民
が主体的
に健康づ
くりに取り
組むシス
テムづくり

Ⅳ　健やかに暮らす
１　生涯にわたる心と体の健康づくりの推進
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

84-3．健康相談
の実施　（３）市
職員のメンタル
ヘルス相談

職員課 実施した

カウンセラーによる月１回のカウンセリング事業ーこころの窓口ーを実施（予約制）
・実施回数　１２日
・利用人数（実数）
　３０年度　２０名（うち女性９名） ２９年度１８名 ２８年度１５名
・利用人数（延べ）
　３０年度 ３６名 ２９年度３４名  ２８年度４５名

対象者に毎月事業の周知を行っ
ており，自身の健康状態で不安を
もっている方には，情報は届いて
いると考えられ，適切な利用がさ
れていると考えている。今後も必
要な人には個別に推奨するなど
の支援・周知を図っていきたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

85．健康に関す
る知識の普及，
啓発

男女共同
参画セン
ター

実施した

健康診断結果の解説と，栄養に関する講座を開催。健康づくり講座「健康診断の結果
を日常生活にどう生かす？」
１月１８日㈮  参加者数
  H３０　２１人，H２９　１４人，H２８　１２人

健康づくりへの意識啓発ができ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

85-1．健康に関
する知識の普
及，啓発　（１）健
康教育

健康づくり
課

実施した

主催及び依頼に基づく講座を通じて，高齢者の健康づくりに必要な運動や口腔ケア
の方法，食生活等に関する知識の普及啓発を図った。

介護予防を目的とした講座実績
　平成３０年度：１１３回，延べ参加者数：４，０９７人（男：１，２３８人，女：２，８５９人）
　平成２９年度：１１６回，延べ参加者数：３，３８０人（男：１，０６９人，女：２，３１１人）
　平成２８年度：１２０回，延べ参加者数：４，１５６人（男：１，３６５人，女：２，７９１人）

介護予防を目的とした取り組みに
ついて，前年度に比べて男女とも
に参加者数は増加した。今後も，
市民一人ひとりが健康な生活を
送ることのできるよう取り組む。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

85-2．健康に関
する知識の普
及，啓発　（２）こ
ころの健康づくり
フェア

障害者支
援課

実施した

・精神保健分野の理解啓発事業としてこころの健康づくりフェアを実施してきたが，平
成２７年度以降，障害種別に関係ない障害者理解啓発事業講演会に変更し，実施し
ている。
・２部制で実施した。障害者差別解消法における具体的事例の紹介（第１部）「多様性
を認め，自分らしく生きられる社会づくり」（第２部）
参加者
　３０年度　４０人，２９年度　７９人，２８年度　３４人

参加者のアンケートからは概ね
良好な評価が得られた。
参加者は養護教諭や当事者とそ
の家族を主として想定したが，そ
のような参加者が少なかったの
で，開催日時や周知方法の再考
が必要である。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

85-3．健康に関
する知識の普
及，啓発　（３）市
職員のメンタル
ヘルス研修

職員課 実施した

４月９日 新規採用職員研修　 心と体の健康管理　　参加者 ４７名
４月１７日管理監督者が果たすべき安全配慮義務及びハラスメント防止対策研修
参加者４０名
５月２９日 主事研修　 心のセルフケア研修 　参加者３９名
８月２４日 主査研修　 メンタルヘルスのサポート方法　 参加者３７名
９月５日 主査補研修　 メンタルヘルスの基礎知識 　参加者１５名
１０月３０日 公募型研修「こころを整える実践研修」 参加者１４名

メンタルヘルスについての知識を
深め，予防対策等について共通
理解を図ることができた。

積極的な
推進が見
られた

86-1．健康教
育，健康診査，
健康相談の実施
（１）母子健康手
帳交付

母子保健
課

実施した

・妊娠届出書を提出した妊婦に，母子健康手帳を交付した。交付の際は全ての妊婦
に専門職が面接を行い，必要な保健指導や母子保健事業，子育て支援事業につい
ての情報提供を実施。また，養育が必要な家庭を早期に把握し，子ども支援センター
すてっぷ２１・地域子育て支援センターや医療機関等との連携により妊娠期からの継
続支援につなげた。
・妊娠初期から継続的な支援につながるよう，市役所・市内医療機関等に「早めに母
子健康手帳の交付を受けましょう」という母子健康手帳の交付場所についての周知ポ
スターを掲示し，妊婦向けのチラシを配布した。さらに，近隣市の産婦人科にも妊婦
向けのチラシを配布。また，妊娠期から子ども支援センターすてっぷ２１・地域子育て
支援センターにつながるよう，母子健康手帳交付時にマタニティ広場や活動の説明を
行った。
・妊娠届出数
　３０年度　１，４６１件 ，２９年度　１，４５７件 ，２８年度　１，４６５件
・妊娠１２週未満の届出数
　３０年度　１，３５２件 ，２９年度　１，３４２件 ，２８年度　１，３２３件

妊娠１２週未満の届出数は，全体
の９０％以上を維持しており，直
近３年間で見ると割合は上昇傾
向。妊娠早期に専門職が関わり
を持ち，母子保健サービスや子ど
も子育て支援事業についての情
報提供や保健指導ができた。ま
た，支援が必要な人には個別の
ニーズに配慮した支援を行い，母
子保健の充実が図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

86-2．健康教
育，健康診査，
健康相談の実施
（２）プレママ教
室

母子保健
課

実施した

初めて妊娠された方を対象に，専門職による講話や実習を行ったほか，子ども支援セ
ンター・地域子育て支援センターを紹介した。平成２９年度まで８月と１２月の実施が
なかったが，平成３０年度より就労妊婦の参加率を向上するため，４月の実施から夏
季休暇を取得しやすいと思われる８月実施に変更した。
実施回数
　３０年度１０回，２９年度１０回，２８年度１０回
参加者数（対象である初妊婦数）
　３０年度１６５人（６８５人），２９年度１８９人（６８０人），２８年度１５２人（６５９人）
参加率
　３０年度２４.１％，２９年度２７.８％，２８年度２３.１％
妊娠出産について不安が軽減できた人の割合
　３０年度９６.３％，２９年度９６.８％，２８年度９５.４％
友達づくりのきっかけができた人の割合
　３０年度９０.１％，２９年度８６.１％，２８年度８５.５％

事業後の参加者アンケートの結
果より，妊娠出産について，９０％
以上が不安の軽減や友達づくり
のきっかけができたと回答してお
り，概ね目標は達成できたと考え
る。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

86-3．健康教
育，健康診査，
健康相談の実施
（３）健康診査
（妊婦，乳児，幼
児）

母子保健
課

実施した

・妊娠期から乳幼児期までの切れ目のない支援にむけて，医療機関と連携をとりなが
ら健診事業を推進，健康診査受診者の健康状態を把握することで，異常を早期発見
し，適切な治療や養育支援も含めた保健指導につなげている。
・経済的に負担なく，安心して受診できるように妊婦健康診査は１４回分，乳児健康診
査，幼児健康審査は２回分の内科健診の公費負担をそれぞれ行った。
・H２８年４月から子育てアンケート（厚生労働省の母子保健計画「健やか親子２１（第
２次）」に基づく調査）を実施し，子育てアンケートの結果と健診の問診内容等から支
援が必要な人には，課内で対応方法を検討し，各地区担当が支援を実施している。
・妊婦健康診査
　３０年度　１８，０９６件，２９年度　１７，８５１件，２８年度　１８，１６９件
・乳児健診
　３０年度　　２，７１０件， ２９年度　 ２，９０８件，２８年度　  ２，８９８件
・１歳６か月児健康診査(内科）
　３０年度　　１，５７５件， ２９年度　 １，５３３件，２８年度　  １，４９８件
・３歳児健康診査(内科)
　３０年度　　１，４７４件，  ２９年度　 １，５３６件，２８年度    １，５６４件

個別のニーズに配慮した支援の
実施および母子保健事業の適切
な実施が図れた。今後も引き続き
行っていく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（１）　健康
づくりの充
実

②　健康
診査・健
康相談等
の実施

③　心身
の健康づ
くり対策の
充実

Ⅳ　健やかに暮らす
１　生涯にわたる心と体の健康づくりの推進

（２）　母子
保健の充
実

①　個別
のニーズ
に配慮し
た母子保
健の充実
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

86-4．健康教
育，健康診査，
健康相談の実施
（４）訪問事業
（新生児，乳児
家庭全戸等）

母子保健
課

実施した

・新生児訪問
提出された出生連絡票を基に，家庭訪問が必要と判断された家庭及び妊娠期からの
継続支援を行っている家庭に，保健師・助産師による家庭訪問を実施した。産後早期
の育児相談，養育支援を行うと共に，産後うつの発見及び産婦の不安や疑問，トラブ
ルなどが早期に解消できるように支援した。
・乳児家庭全戸訪問事業
事業を周知するために，母子健康手帳発行時に本事業について説明し，対象者には
生後１か月頃に予防接種関係書類と一緒に事業の案内を送付した。生後４か月まで
の乳児のいる全家庭を，地域に住む子育て経験者である母子保健推進員（一部は保
健師，助産師）が訪問した。様々な不安や悩みを聞いたり，子育てに関する情報提供
をし，親子の心身の状況や養育環境の把握・助言を行い，支援が必要な家庭には適
切なサービスにつなげた。訪問で会えない場合はその理由を把握するようにした。ま
た，母子保健推進員の資質向上のために，勉強や研修会を実施した。
・出生数に対する出生連絡票の提出率
　３０年度　９１％，２９年度　９０％，２８年度　８４％
・新生児訪問実施件数
　３０年度　２８５件，２９年度　２８４件，２８年度　２２８件
・乳児家庭全戸訪問の対象人数
　３０年度 １，４８２人，２９年度　１，５２８人，２８年度　１，６０６人
・乳児家庭全戸訪問で会えた人数
　３０年度 １，４１６人，２９年度　１，４５５人，２８年度　１，５２６人
・乳児家庭全戸訪問　訪問率
　３０年度　９５.５％，２９年度　９５.２％，２８年度　９５％

生後４か月までの乳児がいる９５.
５％の家庭に訪問を行い，個別
のニーズにより様々な相談に対
応しながら，安心して育児ができ
るように支援を継続することがで
きており，母子保健の充実が図
れた。訪問で会えない家庭に対し
ても，必ず理由の把握を行い，そ
の後の支援につなげた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

86-5．健康教
育，健康診査，
健康相談の実施
（５）赤ちゃん広
場（４か月，10か
月児）

母子保健
課

実施した

発達の節目である生後４か月と１０か月に「赤ちゃん広場」を実施し，身体測定，発達
確認を行うとともに，個別相談，親同士の交流の場を提供した。
（以下，４か月児赤ちゃん広場を「４赤」，１０か月児赤ちゃん広場を「１０赤」と表現す
る。
・事業実施回数　　　　　　　　　　　　　　　　　　・事業参加人数
　３０年度 ４赤１３３回 １０赤１２４回　　　　　　３０年度 ４赤１，１７２人 １０赤１，１８２人
　２９年度 ４赤１３３回 １０赤１３１回　　　　　　２９年度 ４赤１，２３８人 １０赤１，２１７人
　２８年度 ４赤１２５回 １０赤１２５回　　 　　　 ２８年度 ４赤１，２５１人 １０赤１，２５６人
・参加率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　・個別相談人数
　３０年度 ４赤８０％ １０赤７７％　　　　　　　　 ３０年度 ４赤７１１人 １０赤７４９人
　２９年度 ４赤８２％ １０赤７６％　　　　　　　　 ２９年度 ４赤７８０人 １０赤７８１人
　２８年度 ４赤７８％ １０赤７６%　　　　　　　　   ２８年度 ４赤７３６人 １０赤７６９人
・疑問に思っていたことが解決できた割合　・もともと疑問がなかった割合
　３０年度 ４赤７６％ １０赤８６％　　　　　　　　 ３０年度 ４赤１８％ １０赤１４％
　２９年度 ４赤７３％ １０赤８６％　　　　　　　　 ２９年度 ４赤２４％ １０赤１０％
　２８年度 ４赤６３％ １０赤８８%                 　  ２８年度 ４赤３０％ １０赤１２%
・不安が和らいだ割合　　　　　　　　　　　　　　・もともと不安がなかった割合
　３０年度 ４赤７０％ １０赤７５％　　　　　　　　 ３０年度 ４赤２２％ １０赤２３％
　２９年度 ４赤７６％ １０赤８１％　　　　　　　　 ２９年度 ４赤１８％ １０赤１６％
　２８年度 ４赤６９％ １０赤８２%　　　　　　　　   ２８年度 ４赤２５％ １０赤１６%

参加率は８割を維持し，利用者ア
ンケートからも，赤ちゃん広場へ
の参加や個別相談により疑問や
不安が解消できているため，個別
のニーズに配慮した支援により母
子保健の充実が図れていると考
える。
引き続き子ども支援センターす
てっぷ２１・地域子育て支援セン
ターと密に情報共有し，継続支援
の方法を工夫するほか，欠席者
へは訪問や来所面接により状況
確認や支援を行う。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

86-6．健康教
育，健康診査，
健康相談の実施
（６）相談事業
（食生活，歯科，
電話）

母子保健
課

実施した

食生活，歯科，その他育児などに関する相談を受け，子育てに関する不安や悩みに
対応した。
市民への電話相談の周知に関しては，各種事業で伝える，子育てハンドブック等の配
布物への掲載・ホームページや広報への掲載・小中学生向けに配布する思春期の悩
みに関するリーフレットへの掲載で周知を行った。
・食生活相談（面接）
　３０年度 ２９件，２９年度 ４２件，２８年度 ８５件
・各事業での食生活相談（面接）
　３０年度 １，１４５件，２９年度 １，１２９件，２８年度 １，１４３件
・食生活電話相談
　３０年度 ３３０件，２９年度 ４８４件，２８年度 ４８６件
・食生活家庭訪問
　３０年度 ３６件，２９年度 ８件，２８年度 １５件
・歯科相談（面接）
　３０年度 ３２件，２９年度 ２３件，２８年度 ２８件
・歯科電話相談
　３０年度 ７５件，２９年度 ５５件，２８年度 ７８件
・歯科家庭訪問
　３０年度 １１件，２９年度 １件，２８年度 ５件
・電話相談（育児相談等）
　３０年度 １１，４９２件，２９年度 １０，７８４件，２８年度 ９，１４１件

個別のニーズに配慮した母子保
健の充実が図れた。
引き続き事業の周知をホーム
ページや広報等で行っていく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

86-7．健康教
育，健康診査，
健康相談の実施
（７）ブックスター
トの推進

生涯学習
振興課（図
書館）

実施した

絵本を通して親子の心ふれあうひとときを持つきっかけを作るため，「４か月児赤ちゃ
ん広場」等でブックスタートパックを配布した。
～配付数～
　H２８年度：１，７７９　H２９年度：１，６４２　H３０年度：１，５２６

親子のコミュニケーションを深め
るきっかけとなり，乳幼児期の子
育て支援につながった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

Ⅳ　健やかに暮らす
１　生涯にわたる心と体の健康づくりの推進

（２）　母子
保健の充
実

①　個別
のニーズ
に配慮し
た母子保
健の充実
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

母子保健
課

実施した

ア　やちよ食育ネットワーク協議会
・市内小学校で農業生産者と共に食育授業を行う食育推進事業「めざせ！食の達人
農業の先生とのふれあい授業」を実施。平成３０年度は，調査において自校で農業生
産者と日程調整等を行うのは難しいと回答した９校に対しコーディネートを実施した。
学校独自で連絡調整を図り授業を実施した１３校と合わせ，小学校２２校全校で農業
生産者と関わりのある食育を実施することができた。企画・運営・評価を「やちよ食育
ネットワーク協議会」で実施した。
・会議開催　協議会１回，分科会１回，協議会・分科会合同会議１回
・広報誌「やちよ食育マガジン」の発行　１回（第２５報）
・「学校での食育を推進するための学習会」を実施した。
イ　母子保健・子育て事業等での食育
妊娠期からの継続した食育事業を子ども支援センター・地域子育て支援センター（子
ども保育課）と連携して実施。
・妊娠期・・・妊婦に対しての食育（プレママ教室参加　３０年度１６５名／２９年度１８９
名／２８年度１５２名）
・乳児期・・・４か月・１０か月児赤ちゃん広場での食育（参加者　３０年度２，３５４名／
２９年度２，４５５名／２８年度２，５０７名とその保護者）
・幼児期・・・もうすぐ１歳半おやこ広場での食育（参加者　３０年度７０７名／２９年度７
２６名／２８年度７２２名），みんなで食育事業での食育（３０年度２２回　１６９名／２９
年度２８回　３２９名／２８年度３３回　４３６名）
・その他・・・公民館・サークル・学童保育等からの依頼食育講座（３０年度１３回　３７４
名／２９年度２回　１４組／２８年度４回　４６組）

ア　やちよ食育ネットワーク協議
会
平成３０年度は，小学校２２校全
校で農業生産者と関わりのある
食育授業を実施できた。今後も長
く継続させるために，学校が独自
に取り組める体制を構築すること
が課題である。
イ　母子保健・子育て支援事業等
での食育
各所で実施された妊娠期からの
継続した食育の推進により，母子
保健の充実が図れている。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

農政課 実施した

母子保健課が事務局となっているやちよ食育ネットワーク協議会・分科会における会
議に参加し，情報共有を行った。
・やちよ食育ネットワーク協議会
　３０年度　２回，２９年度　３回，２８年度　３回
・やちよ食育ネットワーク分科会
　３０年度　２回，２９年度　２回，２８年度　２回
・授業視察
　３０年度　４回，２９年度　１回

目標の推進に向けて協力するこ
とができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

保健体育
課

実施した

・市内産の食材を年間を通じて学校給食に使用した。
・市内産エコ人参を使用して「学校給食エコにんじんウィーク」等，特色のある取組を
実施。
・児童生徒の野菜への関心を深めるために，「給食だより」に野菜のコーナーを設け
て，「野菜パクパク　元気モリモリ」を掲載した。

・農業生産者とのふれあい事業を
実施することで，農業への関心と
食べ物への感謝の気持ちを高め
られた。
・栄養教諭・学校栄養職員が授業
を行うことにより，給食を生きた教
材として活用し，食に関する知識
を得ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

母子保健
課

実施した

・八千代市思春期保健ネットワーク会議を開催し，様々な立場から思春期保健につい
て議論した。
委員数８名：３０年度会議４回，２９年度５回，２８年度５回
・性に関する相談機関や正しい知識が得られるサイトを紹介するリーフレットを中学１
年生に配布した。
　３０年度３，２４８枚，２９年度３，４２６枚，２８年度７，６５４枚
・大人に対する啓発事業として思春期シンポジウム「性別で見る多様性と人権」を開
催。参加者の増加を図るため，チラシ配布，ポスター掲示を早期から実施したが参加
者数が少なかった。
　３０年度参加者４４名，２９年度７７名，２８年度７０名
・思春期保健シンポジウムの内容を掲載した思春期保健ネットワークニュースレター
第１６報を市内の小中学校保護者等に配布した。　３０年度１０，５００枚
・八千代市オリジナル生と性の教育教材のデータ更新の検討を行った。

・目標に向けた取り組みは継続で
きている。
・思春期保健ネットワーク会議の
発足から１２年が経過し，思春期
の子どもを取りまく環境が大きく
変化しているため，改めて医療，
教育等の各分野の取組み内容や
課題の共有を図る必要がある。
そのため，今後のシンポジウムの
在り方について検討した。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

保健体育
課

実施した
思春期保健ネットワーク会議と連携し，全ての子どもたちが自分自身の生と性を大切
にすることをめざし，性に関する心とからだの保健事業の推進を図った。

思春期保健ネットワーク会議と連
携し，保護者及び関係者に八千
代市の現状・事業・正しい知識等
を伝えることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

89-1．性教育の
推進　（１）小中
学校における性
教育の推進

保健体育
課

実施した

各小中学校における性教育の推進が図れるよう，思春期保健ネットワーク会議と連
携し，オリジナル教材の見直しや教育プログラムの検討を行う作業部会に協力してい
る。
授業の実施状況やオリジナル教材内の指導案について使用後のアンケート調査と結
果の分析を行った。

オリジナル教材の紹介を積極的
に行うことにより，小中学校にお
ける性教育の推進につながった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

89-2．性教育の
推進　（２）公民
館における性教
育の推進

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

思春期の子どもを持つ保護者を対象に，家庭教育講座の中で性に目覚める子どもと
の関わり方や問題などについて学んだ。
　H２８受講者数　２４５名
　H２９受講者数　２４２名
　H３０受講者数　　８０名（＊睦公民館「コスモス学級」未実施）

家庭教育講座自体への参加者が
少ないことから，周知方法等の検
討が必要である。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

90-1．保育園事
業の充実　（１）
障害児保育の推
進

子ども保
育課

実施した

保育を必要とする障害児の受入れを行った。
　障害児保育実績　 ４４名
　公立保育園　７園　２９名
　私立保育園　９園　１５名
また，児童発達支援センターと連携を図り障害児保育の実技指導研修会を実施し保
育環境の向上を図った。

保育を必要とする障害児の受入
れにより子育て支援の充実を
図った。
障害児の受入れは保育士の加配
等を要することから保育体制の確
立に課題があると考える。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

90-2．保育園事
業の充実　（２）
保育園の地域開
放の促進

子ども保
育課（保育
園）

実施した
保育園の地域開放により，遊びの場の提供，育児相談，親子の触れ合い遊び等を行
い子育て支援の充実を図った。

保育園の地域開放の実施によ
り，交流を楽しみにする親子や園
見学を目的とした保護者に対し，
子育て支援の充実を図ることが
できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

90-3．保育園事
業の充実　（３）
延長保育の推進

子ども保
育課

実施した
女性就労の増加や就労形態の変化等に対応するため，保育園において午後７時（一
部８時）までの時間外保育を実施し，子育て支援の充実を図った。

保育園における時間外保育の実
施により子育て支援の充実を図
ることができた。
拡充等にあたっては保育士の確
保等が課題であると考える。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（２）　母子
保健の充
実

①　個別
のニーズ
に配慮し
た母子保
健の充実

②　性に
関する心
とからだ
の保健事
業の推進

87．食育の取組

88．思春期の生
と性に関する取
組

２　自立した生き方を支える福祉の充実

（１）　多様
な子育て
環境の整
備

①　保育
ニーズに
合わせた
保育事業
の充実

Ⅳ　健やかに暮らす
１　生涯にわたる心と体の健康づくりの推進
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取組の
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取組の
内容
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事業名

担当
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H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

90-4．保育園事
業の充実　（４）
産休明け保育の
推進

子ども保
育課

実施した 女性が出産後も就労を継続できるよう産休明け保育を実施した。

産休明け保育の実施により子育
て支援の充実を図ることができ
た。
定員数があるため待機児童の発
生が課題であると考える。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

90-5．保育園事
業の充実　（５）
乳児保育定員の
拡充

子ども保
育課

実施した 保育園等において乳児保育定員数の拡充に努めた。

子育て支援の充実を図るため乳
児保育定数の拡充に努めた。
保育ニーズの増加により待機児
童解消には至っていない。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

90-6．保育園事
業の充実　（６）
私立保育園等に
対する助成

子ども保
育課

実施した
八千代市新保育ガイドラインに沿った保育内容の充実と施設運営の円滑を図るため
私立保育園及び認定こども園に対し助成を行った。

施設運営の円滑等を図るため私
立保育園及び認定こども園に対
する助成を行うことにより，保育
環境整備の充実等を図ることが
できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

90-7．保育園事
業の充実　（７）
一時預かりの推
進

子ども保
育課

実施した
保護者の短時間や断続的な就労，就学，冠婚葬祭等で一時的に育児が困難な場合
の預かり，または保護者の育児に伴う負担解消のため預かりを行う民間保育園等に
補助金を交付することにより子育て支援の充実を図った。

個々の保育需要ニーズに対応す
るため民間保育園等を活用した
環境整備により子育て支援を図
ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

90-8．保育園事
業の充実　（８）
休日保育の実施

子ども保
育課

実施した
休日における保護者の就労等により保育を必要とする児童を保育するため，ゆりのき
台保育園で休日保育を実施した。

休日保育を実施し子育て支援の
充実を図っているが，実施にあた
り職員体制の確保等が課題と
なっている。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

91．病児保育事
業

子ども保
育課

実施した

病気の回復期にある児童又は病気の回復期に至っていない児童に対し，集団保育
等が困難な時期における一時的な保育サービスを実施した。
病児保育利用件数（延べ児童数）
　H３０　１，４６１人（H２９　１，７１５人・H２８　１，３８４人）

病気の回復期にある児童又は病
気の回復期に至っていない児童
に対し，集団保育等が困難な時
期における一時的な保育サービ
スの提供により子育て支援の充
実を図ることができた。
現在，病児保育実施施設が市内
１か所（勝田台地域）であるため
施設の拡充等が課題となってい
る。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

92．ファミリー・
サポート・セン
ター事業の充実

子ども保
育課（子ど
も支援セ
ンターす
てっぷ21）

実施した

・産後及び育児支援として保育ニーズに対応した相互援助活動を実施
　H３０　会員数９１５人（依頼会員７７７人，両方会員４２人，協力会員９６人）
　H２９　会員数７９８人（依頼会員６６０人，両方会員４５人，協力会員９３人）
・利用者向けに「おしえて！ふぁみさぽ」開催
　H３０　１４回　参加者１４８人　　H２９　７回　参加者６７人
・産後及び育児支援に係る基礎研修会，交流会等を開催
　H３０　１３回　参加者２１７人　　H２９　１４回　参加者２３８人

ファミリーサポートセンター事業の
周知に努め，地域の会員同士の
相互援助活動の推進を図ること
ができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

②　学童
保育の充
実

93．学童保育事
業の充実

子育て支
援課

実施した

　保護者が就労等の理由により昼間家庭にいない小学校１年生から６年生の児童に
対し，授業の終了後等に適切な遊び及び生活の場を与えてその児童の健全な育成を
図るため，学童保育を実施した。
　また，村上東学童保育所，西高津学童保育所の新設，村上学童保育所，高津学童
保育所，みどりが丘学童保育所の定員拡大のための整備を行った。

・平成２８年度　学童保育所数　２３か所
　合計定員数　１，１８０人，在籍児童数　１，１４３人
・平成２９年度　学童保育所数　２４か所
　合計定員数　１，３２５人，在籍児童数　１，２７８人
・平成３０年度　学童保育所数　２４か所
　合計定員数　１，３２５人，在籍児童数　１，２９７人
（各年度４月１日時点）

　父母の就労支援や社会参加し
やすい環境づくりを図ることがで
きた。しかし，待機児童解消には
至っていないため，引き続き学童
保育所の整備を検討する必要が
ある。

積極的な
推進が見
られた

子ども保
育課（子ど
も支援セ
ンターす
てっぷ21）

実施した

地域子育て支援センター・子ども支援センターを拠点に母子保健課と連携し，妊娠出
産，乳幼児期を通じた支援を行った。また，日々の遊びと交流の広場の利用につなげ
ることで親子が安心して遊べ，親同士が交流する場や機会を提供すると共に相談業
務や情報提供を行った。

　地域子育て支援センター・子ど
も支援センターを拠点に母子保
健課と連携し，妊娠出産，乳幼児
期を通じた子育て支援の推進を
図ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

母子保健
課

実施した

母子保健課と子育て支援課が連携し，子ども支援センターすてっぷ２１・地域子育て支援セ
ンターを拠点として，妊娠出産，乳幼児期までの切れ目のない支援を実施した。また日々の
遊びと交流の広場の利用につなげることで，親子が安心して遊べ，親同士が交流する場や
機会を提供し，併せて相談業務や情報提供を行った。
子ども・子育て支援法に基づく利用者支援事業（母子保健課において母子保健型，すてっぷ
２１大和田において基本型）として，様々な相談やニーズに応じた支援や情報提供を行った。
・妊娠届出書数
（母子保健課）30年度　900人，29年度　844人，28年度　799人
（子ども支援センターすてっぷ２１・地域子育て支援センター・ゆりのき台保育園）
　30年度　561人，29年度　613人，28年度　666人
・4か月児赤ちゃん広場
　30年度　1,172人　80％，29年度　1,238人　82％，28年度　1,251人　78％
・10か月児赤ちゃん広場
　30年度　1,182人　77％，29年度　1,217人　76％，28年度1,256人　76％
・子ども支援センターすてっぷ２１・地域子育て支援センター開放日数
　30年度1,334日，29年度　1,388日，28年度　1,506日
・子ども支援センターすてっぷ２１・地域子育て支援センター全利用者数
　30年度36,710人，29年度　54,087人，28年度　60,948人
・出前「遊びと交流の広場」開催場所
　30年度11箇所，29年度　13箇所，28年度　11箇所
・出前「遊びと交流の広場」利用者数
　30年度6,745人，29年度　7,543人，28年度　7,574人
※八千代台保育園建て替えに伴い，地域子育て支援センターあいあいの遊びと交流の広場
が休止。出前「遊びと交流の広場」の回数を増やし対応した。

母子保健課と子ども保育課が連携
することで切れ目のない支援につな
げ，子育て支援の充実が図れた。

現状維持
（具体的な
取組を
行った）

２　自立した生き方を支える福祉の充実

94．安心して子
育てができる地
域づくり

Ⅳ　健やかに暮らす

①　保育
ニーズに
合わせた
保育事業
の充実

（１）　多様
な子育て
環境の整
備

③　子育
て支援の
充実
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

95．子ども相談
センターの充実

子ども福
祉課（子ど
も相談セ
ンター）

実施した

・１８歳未満の子どもと家庭（妊産婦を含む）の総合相談窓口として，保健師，教員経
験者，精神保健福祉士，保育士，社会福祉主事の専門職と家庭相談員が，電話・面
接・家庭訪問の個別支援と保護者向けのグループ支援を行った。また，児童虐待の
未然防止・対応に取り組み，子どもの健全育成を支援した。
・要保護児童対策地域協議会の運営と関係機関向け虐待防止研修の開催等により，
関係機関の連携強化と専門性の向上に努めた。
・保護者向けに「叩かない・怒鳴らない子育て講座」，「親と子の関係を考える会」を開
催し，保護者のメンタルヘルスの向上と虐待防止を図った。
・子ども相談センターへの相談件数（新規+継続）
・延べ対応件数　　　　　　　　　　　　　　　　・子育て講座の開催日数
　３０年度　１，４７３件・４１，２１３件　　　　　３０年度　９日
　２９年度　１，１２２件・３０，０７０件　　　　　２９年度　８日
　２８年度　１，０９２件・２６，３０７件　　　　　２８年度　３日
・子ども相談センターの相談員数　　　　　・要保護児童対策地域協議会の委員数
　３０年度　１１人　　　　　　　　　　　　　　　　３０年度　６２人
　２９年度　１０人　　　　　　　　　　　　　　　　２９年度　５９人
　２８年度　８人　　　　　　　　　　　　　　　　　２８年度　６０人
・関係機関向け研修及び啓発の実施回数と参加人数
　３０年度　２０回　４７１人
　２９年度　１７回　５２９人
　２８年度　２１回　５９５人

関係機関と連携しながら，子育て
支援の充実が図れた。また，職員
１名の増員で，相談体制を強化で
きた。

積極的な
推進が見
られた

96．地域子育て
支援センター機
能の充実

子ども保
育課（子ど
も支援セ
ンターす
てっぷ21）

実施した
マタニティ広場や子育てワークショップ「おしゃべり広場」等の交流の場を提供し，妊娠
期の早い時期から地域子育て支援センター等の利用を促し，子育て支援の充実を
図った。

親子が安心して交流する場を提
供すると共に相談業務，情報提
供，親の学習支援などにおいて，
保育士，栄養士，看護師等による
専門性を活かした支援を行い，地
域子育て支援センターの機能充
実について推進を図ることができ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

97-1．講座等の
開催　（１）子ど
も教室，家庭教
育講座等

生涯学習
振興課（公
民館）

実施した

児童の健全育成を目指し，子どもの発達段階に合わせた親の関わり方を学ぶ機会
や，子育てに関する情報の提供及び，親同士の交流の場として講座を開催した。
１　保護者対象講座（家庭教育講座等）１１講座
　参加延べ人数　２１０人
２　１歳児親子学級（市内９公民館１０学級　各全１０回）
　参加延べ人数　３，２４８人
３　親子対象講座（料理・陶芸・木工等）　４１講座
　参加延べ人数　４，３２５人
４　青少年対象講座（茶道・工作・将棋等）５４講座
　参加延べ人数　１，７８１人

主催講座の実施により，児童の
健全育成及び親同士の交流の充
実を図ることができた。家庭教育
講座への参加者数の減少は課題
である。

積極的な
推進が見
られた

97-2．講座等の
開催　（２）子ど
もと本の講座，
おはなし会

生涯学習
振興課（図
書館）

実施した

下記の事業を行った。
・０～１歳向け，２～３歳向け，４歳以上向け等年齢に応じたおはなし会の定期開催
・保育園対象のおはなし会
・季節に合わせた特別おはなし会（こわいおはなし会等）
・ボランティアや保育士向けの読み聞かせ講座
・本を使った調べ学習等の各種講座

様々なおはなし会やイベントを実
施し，図書館での交流の機会を
設けることができた。より多くの人
に参加してもらえるように，広報
活動を活発に行っていきたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

98．親学習支援
事業の実施

子ども保
育課（子ど
も支援セ
ンターす
てっぷ21）

実施した

子育て中の親を対象に食を通じて育児力・生活力をつけるための「みんなで食育」，
子育てのワンポイントを紹介する「子育て応援ポケット」，育児力を向上させる子育て
ワークショップ「おしゃべり広場」を実施し，参加型・体験型の学習機会を提供した。
【実施回数】
・みんなで食育         　 H３０：２２回　　H２９：２８回
・子育て応援ポケット　  H３０：７５回　　H２９：６５回
・おしゃべり広場　         H３０：１５回　　H２９：１８回

子育てをする親に対し，参加・体
験型の学習機会を提供すること
により子育て支援の充実を図るこ
とができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

99．母子，父子，
寡婦福祉資金の
貸付

子ども福
祉課

実施した

母子家庭・父子家庭又は寡婦の経済的自立と生活意欲の助長及びその児童の福祉
の向上を図るため，各種資金を無利子又は低利子で貸し付けた。（県の事業であり，
市は受付窓口）
・貸付件数
　３０年度　７件，２９年度　１５件，２８年度　２０件

ひとり親家庭の経済的な援助に
つながった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

100．ひとり親家
庭等の医療費助
成

子ども福
祉課

実施した

ひとり親家庭等の母・父及び児童に対し，児童が満１８歳に達する年度（一定の障害
を有する場合は２０歳に達した月末）まで，医療費の一部を助成した。
・医療費の助成を受けた人の数
　３０年度 １４９２人，２９年度　１，５２０人，２８年度　１，５１５人

ひとり親家庭の経済的負担の軽
減を図ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

101．ひとり親家
庭の児童育成の
ための経済的支
援の充実

子ども福
祉課

実施した
低所得のひとり親家庭に対して，児童扶養手当の支給を行った。
・支給者数
  ３０年度 １，０２１人，２９年度　１，０３１人，２８年度　１，１３０人

低所得のひとり親家庭に対して，
経済的な支援をすることができ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

102．母子生活
支援施設への入
所

子ども福
祉課

実施した

生活上の問題のため，児童の養育が充分にできない場合，母子で施設に入所させ，
生活指導，就労支援，保育の援助を行った。
・入所世帯数
　３０年度　１世帯，２９年度　１世帯   ２８年度　２世帯

母子が安心して生活できる場を
提供することができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

103．高等職業
訓練促進支援事
業及び自立支援
教育訓練助成事
業

子ども福
祉課

実施した

・高等職業訓練促進給付金を，看護師・准看護師・介護福祉士・保育士・理学療法士・
作業療法士等の資格取得のために，養成機関で就業しているひとり親家庭の母親へ
支給した。
・自立支援教育訓練給付金を，雇用保険の教育訓練指定講座を受講したひとり親家
庭の母親へ支給した。
・高等職業訓練促進給付金支給者数
　３０年度　４人，２９年度　２人，２８年度　１人
・自立支援教育訓練給付金支給者数
  ３０年度　２人，２９年度　２人，２８年度　２人

・高等職業訓練促進給付金の支
給により，資格取得のための生
活費の負担を軽減することができ
た。また，対象者の資格取得によ
り増収が見込まれる状況となっ
た。
・自立支援教育訓練給付金の支
給により，受講料の負担を軽減す
ることができた。また，対象者が
資格取得により増収が見込まれ
る状況となった。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

④　児童
の健全育
成・親の
交流機会
の充実

Ⅳ　健やかに暮らす
２　自立した生き方を支える福祉の充実

③　子育
て支援の
充実

（１）　多様
な子育て
環境の整
備

（２）　ひと
り親家庭
の自立の
推進

①　経済
の安定と
住環境の
整備
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【資料１】平成30年度　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画に基づく事業進捗状況一覧

主要
課題

取組の
方向

取組の
内容

取組の
項目

事業番号．
事業名

担当
部署

H30年度
の実施
状況

具体的な事業内容・実績 評価・課題点

男女共同
参画の

視点から
の評価

①　経済
の安定と
住環境の
整備

104．母子世帯
向け市営住宅

健康福祉
課

実施した

年に３回，広報やちよ及び市ホームページを活用し，入居者の募集をした。
・総入居件数
　３０年度　２０件　２９年度　２１件　２８年度　２３件
・新規入居件数
　３０年度　  ２件　２９年度　  １件　２８年度　  ２件

母子家庭の生活の安定のため住
居を供給できた。引き続き母子家
庭の居住の安定を図るため，母
子世帯向け市営住宅を供給して
いく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

105．ひとり親家
庭等日常生活支
援事業

子ども福
祉課

実施した

義務教育終了前の児童がいるひとり親家庭で，親が急に病気になった時や，仕事が
入った時などに家庭生活支援員が児童の保育などの支援を行った。
・利用者数
　３０年度　１６人，２９年度　９人，２８年度　８人
・延べ利用回数
　３０年度　５１１回，２９年度　３３９回，２８年度　２８７回

ひとり親家庭の生活支援となって
いる。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

106．母子．父子
自立支援員によ
る情報の提供及
び相談の充実

子ども福
祉課

実施した

ひとり親家庭の日常生活や子育て等に関する相談及び情報提供を行った。
・生活一般に関することの相談件数
　３０年度　２０６件，２９年度　５３０件，２８年度　５４１件
・児童に関することの相談件数
　３０年度　２０件，２９年度　７６件，２８年度　５８件
・経済的支援・生活支援に関することの相談件数
　３０年度　３３８件，２９年度　６８０件，２８年度　５９３件
・その他
　３０年度　５件，２９年度　６件，２８年度　７件

ひとり親家庭の生活支援となって
いる。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

③　緊急
時対応の
充実

107．緊急時の
児童相談所との
連携

子ども福
祉課（子ど
も相談セ
ンター）

実施した

保護者の疾病や出産等により子どもの養育が困難な場合
①３歳未満の児を対象に子どもショートステイ事業を実施した。
②０から２歳児で子どもショートステイ事業が利用できない場合や３歳以上の児である
場合は，当該児童の情報を児童相談所に提供し，児童相談所が必要に応じて一時保
護の措置を講じた。

子どもショートステイ事業は，３歳未満の児を対象としており、事業の利用が必要な家
庭へ周知として，広報のほか，母子保健推進員の訪問時や１歳６か月児健診の際に
事業案内リーフレットを配布した。また，里帰りでの利用必要案件について検討し，
「八千代市子どもショートステイ事業実施要領」に加えた。
〈子どもショートステイ事業利用実績〉
・利用件数　　　　30年度　30件，29年度　10件，28年度　10件
・利用延べ日数　30年度　85日，29年度　23日，28年度　30日
・問合せ件数　 　30年度　68件，29年度　45件，28年度　35件

本事業を必要とする家庭への認
知を広めるため，乳児家庭全戸
訪問事業による訪問時におい
て，保護者への具体的な制度説
明がなされるよう，母子保健推進
員への周知を強化した。利用実
績として，前年度と比べ利用件
数，延べ日数ともに約３倍となっ
た。

積極的な
推進が見
られた

108．地域包括
支援センターに
おける相談事業

長寿支援
課（地域包
括支援セ
ンター）

実施した

高齢者の介護や老後の心配，健康や医療，福祉に関すること，その他生活全般の悩
みについて，保健師，社会福祉士，主任介護支援専門員が相談を受け，適切な相談
機関や福祉・介護サービスなどの情報提供，助言を行った。
・市内６箇所の地域包括支援センター延べ対応件数
（訪問・電話・来所等）
　H３０年度：６６，２００件
　　　　　　　　（うち，大和田地域包括支援センター延べ対応件数　８，１４４件）
　H２９年度：６１，９６０件
　　　　　　　　（うち，大和田地域包括支援センター延べ対応件数　７，６０１件）
　H２８年度：５６，６５９件
　　　　　　　　（うち，大和田地域包括支援センター延べ対応件数　７，７０３件）

高齢者が住み慣れた地域で安心
して暮らし続けられるよう，高齢
者の困りごとの相談，支援が行え
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

109-1．日常生
活用具，補装具
の給付と貸与
（１）高齢者日常
生活用具給付等
事業

長寿支援
課

実施した

前年度の所得税が非課税の６５歳以上のひとり暮らし高齢者に対して，安心して生活
ができるように，電磁調理器などの生活用具を給付・貸与した。
H２８年度
　給付：電磁調理器　２件（男０人，女２人），火災警報器　１件（男０人，女１人），
　自動消火器　２件（男０人，女２人），老人福祉電話　５件（男４人，女１人）
H２９年度
　給付：電磁調理器　３件（男０人，女３人），火災警報器　１件（男０人，女１人），
　自動消火器　１件（男０人，女１人），老人福祉電話　０件
H３０年度
　給付：電磁調理器　５件（男２人，女３人），火災警報器　３件（男１人，女２人），
　自動消火器　２件（男１人，女１人），老人福祉電話　１件（男１人，女０人）

高齢者の自立した生活を支援で
きた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

109-2．日常生
活用具，補装具
の給付と貸与
（２）日常生活用
具費及び補装具
費の支給

障害者支
援課

実施した

・身体障害者等の日常生活の向上を図るために，義肢，装具，車椅子，補聴器等の
購入・修理する費用を支給した。
・障害児・者，難病患者等の日常生活の便宜を図るために，盲人用時計，特殊寝台，
電動式たん吸引器，ストーマ装具等を購入する費用を支給した。
・補装具購入件数
　３０年度　　１６２件，２９年度　　１８８件，２８年度　  １８６件
・補装具修理件数
　３０年度　　  ９０件，２９年度  　１０９件， ２８年度　    ９５件
・日常生活用具支給件数
　３０年度　３，５６７件， ２９年度　３，１２７件，２８年度　３，１１１件

障害者（児），難病患者等の自立
した生活を支援できた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

110．入浴サービ
ス事業

障害者支
援課

実施した

入浴が困難な重度の障害者（児），難病患者の健康増進と介護者の負担を軽減する
ために，自宅で入浴サービスを行なった。
・入浴実人数
　３０年度　６人，２９年度　７人，２８年度　１０人
・利用延件数
　３０年度　７１件，２９年度　６８件，２８年度　８６件

体を清潔に保つことができ，家族
の介護負担を軽減することができ
た。利用者の生活の質の向上を
図る上では入浴回数が検討課題
である。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（３）　高齢
者・障害
者福祉の
充実

①　自立
援助の推
進

111．介護用品
購入費助成事業
の実施

長寿支援
課

実施した

自宅において寝たきり及び重度の認知症である高齢者を介護している家族に対して，
紙おむつなどの介護用品購入費の一部を助成した。
利用延件数
　H２８年度　１，８７３件
　H２９年度　１，６３９件
　H３０年度　１，６７０件

介護者及び家族の経済的・精神
的負担が軽減された。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

②　生活
支援の充
実

２　自立した生き方を支える福祉の充実

（２）　ひと
り親家庭
の自立の
推進

（３）　高齢
者・障害
者福祉の
充実

①　自立
援助の推
進

Ⅳ　健やかに暮らす
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①　自立
援助の推
進

112．訪問指導
の実施

健康づくり
課

実施した

保健師，理学療法士，栄養士等が高齢者や障害者，生活習慣病リスクの高い住民を
訪問し，住環境や生活状況等の評価に基づき，これらの改善を目的とした提案また
は助言を行う。

訪問実績
　平成３０年度：被訪問実人員  ６人，被訪問延べ人員 ９人
　平成２９年度：被訪問実人員２７人，被訪問延べ人員３２人
　平成２８年度：被訪問実人員４３人，被訪問延べ人員７４人

過去数年にわたり，訪問の依頼
数は減少傾向にある。これは訪
問看護ステーションをはじめ，市
内における医療に携わる職員を
配置する事業所等の社会資源が
増加しているためと推察される。
一方，当課においても有病者とな
るリスクの高い住民からの健康
相談も受けていることから，今後
も誰もが住み慣れた地域で明るく
生きがいのある生活を送れるよ
う，健康状態が悪化するリスクの
高い住民の健康増進に取り組ん
でいく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

113-1．短期入
所，緊急一時保
護　（１）高齢者
緊急一時保護事
業

長寿支援
課 実施した

災害時・事故等緊急時に際し，保護者が不在のため，在宅生活が困難な要保護高齢
者を一時的に指定した施設への保護を行う。
・利用件数
　３０年度　０件，２９年度　０件，２８年度　０件

　緊急一時保護事業は，災害等
の緊急時に適当な保護者がいな
い場合に一時的に市内の特別養
護老人ホームで保護を実施する
事業であるため，突発的な利用
が想定される。突発的な事案発
生に備えて事業を継続する。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

113-2．短期入
所，緊急一時保
護　（２）障害児，
者の短期入所事
業

障害者支
援課

実施した

障害者（児）を在宅で介護している家族が，疾病等により介護が困難となった時に，短
期間施設に入所させ，入浴，排泄及び食事の介護その他必要な支援を行う。
・実人数
　３０年度　１０９人，２９年度　９６人，２８年度　９３人
・延件数
　３０年度　５６４人，２９年度　３７７件，２８年度　３５９件

緊急時の対応ができた。今後も
実施していく。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

長寿支援
課

実施した

ひとり暮らしの高齢者が急病など緊急時に即時に連絡がとれるよう緊急通報装置を
設置した。また，付属機器として孤独死防止の見守り機器を設置した。
新規設置数
　H２８年度　１２３件，H２９年度　１５１件，H３０年度　１１８件

ひとり暮らし高齢者の安心・安全
が図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

障害者支
援課

実施した

ひとり暮らしの身体障害者手帳１級・２級所持者が，急病などの緊急事態のときに即
時連絡が取れるよう，緊急通報装置を設置した。通報があった場合に，委託された業
者が即時に必要な対応を行った。
・実人数
　３０年度　  ６人，２９年度　 ８人， ２８年度　 ７人
・利用延件数
　３０年度　６４件，２９年度　８３件，２８年度　７８件

障害者の緊急事態への不安を軽
減し，ひとり暮らしの身体障害者
の安心・安全が図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

115．徘徊高齢
者家族支援サー
ビス事業の推進

長寿支援
課

実施した
専用端末の貸出延件数
　H２８年度　１３１件，H２９年度　１０１件，H３０年度　９０件

緊急時の対応の充実が図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

③　地域
のサポー
ト・ネット
ワークへ
の支援

116．ＳＯＳネット
ワーク事業の推
進

健康福祉
課（福祉総
合相談室）

実施した

行政防災無線を利用することにより。徘徊により行方不明になった高齢者等を早期に
発見・保護し，安全の確保を図った。
また，徘徊高齢者等情報メール（やちよ情報メール）を配信することにより，市民から
の情報収集を図った。
　H２８年度　５件
　H２９年度　８件
　H３０年度　２１件

緊急時の対応，行方不明者の早
期発見につながることにより，対
象者の安全確保が図れた。
より広く情報を周知することが課
題である。

積極的な
推進が見
られた

①　男女
共同参画
事業への
市民参加
の推進

117．市民参加
の推進

男女共同
参画課

②　男女
共同参画
施策への
市民意見
導入の推
進

118．市民意見
導入の推進

男女共同
参画課

男女共同
参画課

男女共同
参画セン
ター

（１）  男女
共同参画
センター
の充実

①　男女
共同参画
センター
の周知と
機能の充
実

120．男女共同
参画センターの
周知と効果的な
情報発信の実施

男女共同
参画セン
ター

実施した 講座実施状況をホームページ・施設内に掲載した。
男女共同参画センターの周知が
できた。周知方法を工夫していき
たい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

（２）　庁内
推進体制
の整備・
拡充

①　庁内
推進組織
の活用

121．庁内推進
組織の活用

男女共同
参画課

実施した
男女共同参画施策を推進するための庁内の組織として設置した「やちよ男女共同参
画プラン推進会議及び幹事会」の委員及び幹事に，やちよ男女共同参画プラン第２
期実施計画の進捗状況の概要を報告した。

本市の男女共同参画施策の進捗
状況について，庁内推進組織を
活用し周知を図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

Ⅴ　みんなで推進する
１  連携・協働体制の構築

（１）　市民
参加の推
進

実施した
やちよ男女共同参画プラン懇話会　１月２９日（火）実施
委員１０人（市民委員５人，学識経験者５人）

意見を今後の本事業に取り入
れ，市民参加の推進を図りたい。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

２  推進体制の強化

（２）　国・
県・近隣
自治体と
の連携・
協力

①　国・
県・近隣
自治体と
連携した
取組の推
進

実施した

・下記の会議に出席し，国・県・近隣自治体との情報交換を行った。
　ちば男女共同参画行政担当者連絡会議
　男女共同参画センター等連絡会議
　男女共同参画づくりに向けての全国会議
・千葉県男女共同参画地域推進員会議（千葉・葛南地域）に出席し，県や近隣自治体
と協力して事業を実施した。月１回，第４水曜開催。

県・近隣自治体との連携・協力を
図ることができた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

119．国，県，近
隣自治体との連
携

②　緊急
時対応の
充実

Ⅳ　健やかに暮らす
２　自立した生き方を支える福祉の充実

（３）　高齢
者・障害
者福祉の
充実

114 ．緊急通報
システム設置
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122-1．市職員
への研修機会の
提供　（１）国,県
等の講座，研修
等の情報提供

男女共同
参画課

実施した
新規採用職員研修において，やちよ男女共同参画プランに基づき，男女共同参画に
関する取組を理解するため研修を実施した。

新規採用職員の意識啓発ができ
た。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

122-2．市職員
への研修機会の
提供　（２）男女
共同参画に関す
る研修の実施

職員課 実施した

新規採用職員研修中，「男女共同参画に関する取組」を実施し，男女共同参画社会実現の
重要性の周知を図った。また，「地方公務員とは（服務）」においても上記と同様の項目を説
明し，更なる意識付けを図った。
「男女共同参画に関する取組」受講者数　　単位　人
　２８年度　２９年度　３０年度
　　５２　　　　３８　　　　３０
「地方公務員とは（服務）」受講者数　単位　　人
　２８年度　２９年度　３０年度
　　５９　　　　６４　　　　４７

新規採用職員を対象に，「やちよ男
女共同参画プラン」，「八千代市職
員の仕事・子育て両立支援プラン」
及び「八千代市職員の女性活躍推
進プラン」に基づき，男女共同参画
に関する取組を理解するための研
修を実施し，男女平等意識の啓発
に努めた。

現状維持
（具体的な
取組を
行った）

（３）　計画
の進行管
理の充実

①　計画
の進行管
理・評価・
周知

123．計画の進
行管理，評価，
周知

男女共同
参画課

実施した
男女共同参画施策を推進するための庁内の組織として設置した「やちよ男女共同参
画プラン推進会議及び幹事会」の委員及び幹事に，やちよ男女共同参画プラン第２
期実施計画の進捗状況の概要を報告した。

本市の男女共同参画施策の進捗
状況について，庁内推進組織を
活用し周知を図れた。

現状維持
（具体的
な取組を
行った）

②　市職
員への研
修機会の
提供

２  推進体制の強化

（２）　庁内
推進体制
の整備・
拡充
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